
古川高等学校同窓会総会令和７年度 の
ご 案 内

日  程
　13:00～　総　会　当番幹事 高31・36・41・46・51・56回生
　14:40～　講演会 
　　　　　　　　演題 『未　定』
　　　　　　　　講師　大 山 　力 氏（昭51・高28回生 
　　　　　　　　　　　 青森県病院事業管理者　弘前大学医学研究科　特任教授）

　16:20～　記念撮影
　16:30～　懇親会

日  時　令和７年８月９日（土）
場  所　グランド平成

大崎市古川駅前大通５丁目３－２
TEL 0229－23－6363

会  費　6,000円
　　　　（懇親会代含む）
※57回生以降の方は
　半額の3,000円

（１） 古　高　同　窓　会　報 令和７年７月１日

編集・発行

令和７年７月１日 古　高　同　窓　会　報 （８）

１、国立大学合格者数 ２、公立大学合格者数

３、私立大学合格者数（延べ数）

大　　学
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古
川
高
校
で
は
、
生
徒
た
ち
の

努
力
と
教
職
員
の
尽
力
に
よ
り
、

近
年
の
進
路
実
績
も
着
実
に
成
果

を
挙
げ
て
お
り
ま
す
。
第
77
回
生

の
進
路
実
績
は
、
国
立
大
学
に
68

名
、
公
立
大
学
に
29
名
、
私
立
大

学
に
116
名
が
合
格
し
ま
し
た
。
最

後
ま
で
第
一
志
望
校
を
諦
め
ず
に

努
力
を
重
ね
た
末
に
勝
ち
取
っ
た

素
晴
ら
し
い
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

難
関
私
立
大
学
や
専
門
分
野
へ
の

進
学
も
多
岐
に
わ
た
り
、
こ
れ
ら

の
成
果
は
、
在
校
生
の
努
力
に
加

え
、
皆
さ
ま
の
温
か
い
ご
支
援
と

励
ま
し
の
賜
物
と
心
よ
り
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。
今
後
も
、
生
徒
た

ち
が
希
望
の
進
路
を
実
現
し
、
社

会
で
活
躍
で
き
る
よ
う
、
教
育
環

境
の
さ
ら
な
る
充
実
に
努
め
て
参

り
ま
す
。
つ
き
ま
し
て
は
、
引
き

続
き
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
支
援

を
賜
り
ま
す
よ
う
、
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。
今
後
と
も
変
わ
ら
ぬ

ご
厚
情
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
心
よ

り
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
令
和
７
年
３
月
29
日
㈯

か
ら
３
日
間
、
本
校
蛍
雪

会
館
３
階
に
１
年
生
24
名
、

２
年
生
25
名
の
計
49
名
が

参
加
し
、
国
際
教
育
研
修

グ
ロ
ー
バ
ル
・
ス
タ
デ
ィ

ズ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
今
年
度
で

４
回
目
と
な
り
、
本
年
度

も
同
窓
会
か
ら
ご
支
援
を

い
た
だ
き
、
同
窓
会
事
業

と
し
て
開
催
し
て
い
ま
す
。

留
学
生
９
名
、
フ
ァ
シ
リ

テ
イ
タ
ー
の
外
国
人
講
師

１
名
の
合
計
10
名
が
来
校

し
、
午
前
９
時
か
ら
午
後

４
時
ま
で
、
留
学
生
と
は

も
ち
ろ
ん
、
参
加
生
徒
同

士
も
英
語
で
様
々
な
話
題
に
つ

い
て
意
見
を
交
わ
し
、
最
終
日

に
は
一
人
ひ
と
り
が
全
員
の
前

で
ス
ピ
ー
チ
を
し
ま
し
た
。
今

回
は
こ
れ
ま
で
に
な
い
大
人
数

の
参
加
と
な
り
、
会
場
は
常
に

熱
意
と
笑
顔
に
包
ま
れ
て
い
ま

し
た
。
授
業
で
学
ん
だ
こ
と
を

発
揮
で
き
る
と
同
時
に
授
業
で

は
学
ぶ
こ
と
の
出
来
な
い
リ
ア

第119号第119号
2025. 7.1

帯 広 畜 産 大
弘 前 大
秋 田 大
岩 手 大
東 北 大
宮 城 教 育 大
山 形 大
福 島 大
茨 城 大
筑 波 大
宇 都 宮 大
埼 玉 大
千 葉 大
東 京 外 国 語 大
東 京 学 芸 大
新 潟 大
信 州 大
静 岡 大
国 立 大 合 計

釧 路 公 立 大
青 森 公 立 大
秋 田 県 立 大
秋 田 公 立 美 術 大
岩 手 県 立 大
山 形 保 健 医 療 大
宮 城 大
高 崎 経 済 大
長 野 造 形 大
静 岡 県 立 大
高 知 県 立 大
公 立 大 合 計

北 海 道 科 学 大
酪 農 学 園 大
東 北 学 院 大
東 北 工 業 大
東 北 福 祉 大
東 北 医 科 薬 大
宮 城 学 院 女 子 大
石 巻 専 修 大
白 鴎 大
国 際 医 療 福 祉 大
獨 協 大
青 山 学 院 大
北 里 大
國 學 院 大
専 修 大
中 央 大
東 海 大
東 京 農 業 大
東 洋 大
日 本 大
法 政 大
明 治 大
神 奈 川 大
同 志 社 大
立 命 館 大
そ の 他 の 大 学
私 立 大 合 計

国 公 立 大 合 計

入 試 合 格 状 況入 試 合 格 状 況
【令和７年度】【令和７年度】

国際教育研修の実施報告
（Global Studies Program）

令和６年度　古川高校同窓会事業

ル
な
英
語
力
を
培
え
た
こ
と
や
、

旅
行
や
留
学
で
は
出
会
え
な
い
、

志
高
い
留
学
生
と
の
交
流
が
で

き
た
こ
と
は
、
生
徒
た
ち
の
大

き
な
宝
に
な
っ
た
と
確
信
し
て

い
ま
す
。
今
回
も
同
窓
会
か
ら

の
多
大
な
ご
支
援
の
お
か
げ
で

参
加
が
可
能
に
な
っ
た
生
徒
が

多
数
い
ま
す
。
同
窓
会
の
皆
様

に
は
、
心
か
ら
感
謝
を
申
し
上

げ
ま
す
。
ご
期
待

を
込
め
た
ご
支
援

だ
と
い
う
こ
と
を

心
に
留
め
、
こ
の

経
験
を
今
後
に
活

か
し
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
。



　４月24日㈭古川高校を会場に第66回紫臙定期戦が行われました。もちろんコロナ前の従来の形式で、盛大に開催することが
できました。
　開会式は、前日の雨の影響もみられましたが、サッカー部をはじめとする多くの古高生が一丸となってグラウンド整備を行
い、なんとかグラウンドでの対面形式で開催されました。生徒会長どうしの、お互いを讃え合う（？）挨拶から始まり、両校
野球部主将による選手宣誓、両校応援団長エールまで滞りなく行うことができました。両校生徒は、新一年生を加え強力な団
結力を発揮し、開会式では古川高校の圧倒的声量、人数に劣る築館高校もまた負けない声量でぶつかり合い、大変感動的な内
容でした。競技においては、期日前開催だった男女ソフトテニス、男子バドミントンが惜敗し、0-3からのスタート。開会式直
後の綱引きでも男子0-2、女子0-2と通算0-5からのスタートとなり、暗雲が立ちこめます。そんな逆境もものともせず、剣道
の快勝で逆襲開始、女子バレーの雪辱と男子バレーの圧勝と勢いに乗る古川高校。しかしここでサッカー・女子卓球が激戦の
末惜しくも敗れ、もう1敗もできない状況。インスタグラムを通じて入ってくる野球リードの情報や、女子バスケ快勝の情報も
校内放送で紹介され、全校生徒が盛り上がりました。校内で残る男子卓球が激戦中の激戦で、双方譲らず2-2で最後のシングル
スを迎えます。第二体育館二階は応援生徒で満員御礼。異常なまでの盛り上がりをみせる中、劣勢を見事に跳ね返した古川高
校、ギリギリの大勝利でした。そしてこの時点で7-7、勝敗の行方は古川総合体育館の男子バスケに懸かります。点差も大きく
開くことなく、まさに激戦！！4ピリまでわずかなリードを守り切った古川高校が辛勝し、その瞬間総合優勝、四連覇が決定し、
通算成績を45勝17敗３分としました。
　閉会式後の勝利報告会（非公式）も全校生徒で大いに盛り上がり、応援練習に耐えた一年生を讃える姿、「古高で良かった！」
と本音を漏らす三年生など、忘れられない、かけがえのない思い出となりました。

　対戦結果は表に書いてあるとおりです。

定 期 戦 対 戦 結 果
種　目 勝

敗
野　　　球
男子テニス
女子テニス
男子バスケ
女子バスケ
男子バレー

点　数
古高－築高 種　目 勝

敗
女子バレー
男 子 卓 球
女 子 卓 球
剣　　　道

サ ッ カ ー

○
×
×
○
○
○

６－１
２－３
２－３
48－38
70－43
２－０

○
○
×
○

×

２－１
３－２
２－２
６－２
０－０
PK2－PK4

第 66回紫臙定期戦
総合優勝古川高校：８勝７敗

点　数
古高－築高 種　目 勝

敗
男子バドミントン
女子バドミントン
綱引き男子
綱引き女子

×
○
×
×

０－５
５－０
０－２
０－２

点　数
古高－築高

第66回 定 期 戦～古高勝利！四連覇～

同窓会入会式が開催されました同窓会入会式が開催されました

（7） 古　高　同　窓　会　報 令和７年７月１日 令和７年７月１日 古　高　同　窓　会　報 （2）

卒
）
君
で
す
が
今
年
３
月
の
町

議
選
で
初
当
選
し
て
い
ま
す
。

懇
親
会
は
２
番
目
に
若
い
伊
藤

健
文
（
52
回
卒
）
君
が
乾
杯
の

発
声
。
そ
し
て
ご
ち
ゃ
ご
ち
ゃ

と
進
む
会
員
間
の
交
流
で
や
は

り
ピ
ー
ク
は
応
援
歌
で
す
。

リ
ー
ド
は
応
援
団
員
だ
っ
た
私

で
す
。
（
声
に
張
り
が
あ
る
の

か
先
日
も
カ
ラ
オ
ケ
ス
ナ
ッ
ク

で
御
歳
は
？
と
尋
ね
ら
れ
ま
し

た
。
）

　
さ
て
、
令
和
４
年
東
北
歴
史

博
物
館
で
「
知
の
大
冒
険
東
洋

文
庫
　
名
品
の
煌
め
き
」
の
巡

回
企
画
展
が
開
催
さ
れ
会
場
の

案
内
に
は
「
中
新
田
」
と
い
う

文
字
が
書
か
れ
て
い
ま
し
た
。

実
は
東
洋
文
庫
の
蔵
書
は
終
戦

間
際
の
３
月
か
ら
昭
和
24
年
５

月
26
日
ま
で
空
襲
を
避
け
る
た

め
加
美
町
に
疎
開
し
て
い
た
の

で
す
。
こ
れ
に
は
中
新
田
出
身

の
星
斌
夫
氏
（
昭
和
５
年
卒
と

同
期
で
１
中
へ
転
校
）
が
担
当

者
と
し
て
深
く
関
わ
り
昭
和
４

年
卒
の
赤
松
棟
四
郎
氏
（
運
送

業
）
の
協
力
な
く
し
て
実
行
で

き
な
か
っ
た
。
そ
し
て
蔵
書
を

預
か
っ
た
複
数
の
農
家
は
米
倉

を
蔵
書
優
先
で
大
切
に
扱
い
ま

し
た
。
西
小
野
田
小
１
５
０
人

の
児
童
に
あ
っ
て
は
蔵
書
を
背

負
い
あ
ぜ
道
を
歩
き
米
倉
ま
で

届
け
、
ま
た
、
最
後
の
返
送
時

に
は
荷
下
ろ
し
作
業
を
手
伝
い

加
美
農
蚕
学
校
を
卒
業
し
た
女

生
徒
が
赤
ん
坊
を
背
負
っ
て
見

送
っ
た
と
い
う
記
録
が
あ
り
ま

す
。

　
星
斌
夫
著
「
禿
筆
漫
録
（
東

洋
文
庫
蔵
書
疎
開
雑
記
）
」
よ

り
。
戦
後
80
年
に
あ
た
り
記
録

し
て
お
き
ま
す
。

　
昨
年
６
月

８
日
、
５
年

ぶ
り
に
ご
来

賓
を
お
招
き

し
た
本
来
の

形
で
の
支
部

総
会
が
開
催

で
き
ま
し

た
。
参
加
者

は
総
勢
27

名
、
28
回
・

29
回
の
若

手
？
の
参
加
も
多
く
、
大
き
な
盛

り
上
が
り
を
み
せ
ま
し
た
。
役
員

の
見
直
し
も
行
わ
れ
、
こ
ち
ら
も

若
返
り
が
図
ら
れ
ま
し
た
。

　
７
月
に
は
暑
気
払
い
生
ビ
ー
ル

大
会
が
行
わ
れ
、
ジ
ョ
ッ
キ
を
幾

杯
も
重
ね
な
が
ら
イ
ン
タ
ー
ハ
イ

派
遣
へ
の
カ
ン
パ
に
も
大
い
に
協

力
で
き
ま
し
た
。
年
が
明
け
た
３

月
に
は
総
会
準
備
会
と
称
し
た
お

花
見
会
を
行
い
、
数
分
で
総
会
期

日
を
決
定
し
た
後
は
例
に
も
れ
ず

大
宴
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
さ
て
、
美
里
支
部
で
は
事
業
の

一
環
と
し
て
本
部
同
窓
会
へ
の
参

加
費
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ

れ
が
功
を
奏
し
て
か
８
月
の
総
会

に
は
７
名
が
参
加
、
１
テ
ー
ブ
ル

を
美
里
支
部
で
占
め
る
こ
と
が
で

き
、
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
す
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
参
加
者
に
同

級
生
や
知
人
が
い
な
い
と
い
う
よ

う
な
声
も
聞
か
れ
ま
す
が
、
こ
の

よ
う
な
個
人
で
は
な
く
団
体
で
の

参
加
も
有
り
か
な
と
思
い
ま
し

た
。
小
さ
い
な
が
ら
も
地
道
な
事

業
を
積
み
重
ね
、
こ
れ
か
ら
も
母

校
と
同
窓
会
の
発
展
の
一
助
に
な

り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

き
皆
さ
ん
と
歌
い
、
大
い
に
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。

　
今
後
も
会
員
の
皆
様
と
交
流
を

深
め
る
べ
く
、
企
画
運
営
し
て
参

り
地
域
も
含
め
、
益
々
盛
り
上
げ

る
よ
う
に
精
進
し
て
参
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
11
月
１

日
、
年
齢
差

57
才
の
同
窓

39
名
（
昭
和

30
年
〜
平
成

24
年
卒
）
が

「
よ
つ
ば

館
」
に
集
い

ま
し
た
。
ま

た
、
牛
来
校

長
、
内
海
事

務
長
、
望
月

副
会
長
に
も

ご
列
席
い
た

だ
き
、
石
山
敬
貴
町
長
（
40
回

卒
）
か
ら
も
ご
挨
拶
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
　
今
回
の
総
会
に

は
豪
華
な
花
が
二
つ
添
え
ら
れ

ま
し
た
。
ま
ず
は
高
橋
安
起

（
11
回
卒
・
宮
崎
地
区)

先
輩
の

第
19
回
日
本
ス
ポ
ー
ツ
グ
ラ
ン

プ
リ
受
賞
で
す
。
こ
れ
ま
で
の

空
手
道
の
指
導
実
践
が
評
価
さ

れ
た
も
の
で
総
会
時
に
は
貴
重

な
受
賞
の
盾
を
持
参
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
次
に
小
野
田
地
区
か
ら
の
多

額
の
寄
付
も
あ
り
余
裕
の
総
会

で
し
た
。

　
加
美
の
総
会
は
参
加
者
中
一

番
若
い
同
窓
の
開
会
宣
言
か
ら

始
ま
り
ま
す
。
今
回
は
本
部
役

員
で
も
あ
る
田
中
草
太
（
64
回

令和
６年度
同窓会入会式

　
古
校
同
窓
会
の
皆
様
、
い
か

が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

　
平
素
は
同
窓
会
活
動
に
ご
協
力

い
た
だ
き
ま
し
て
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
同
窓
会
で
は
在

校
生
を
様
々
な
形
で
支
援
を
し
て

お
り
ま
す
。
通
常
の
課
外
活
動
の

支
援
の
他
に
、
例
え
ば
、
国
際
的

に
活
躍
し
て
い
る
現
役
の
方
々
と

キ
ャ
リ
ア
パ
ス
に
つ
い
て
議
論
す

る
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
海
外
か
ら
の
留

学
生
と
３
日
間
に
わ
た
り
英
語
の

み
で
議
論
を
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
な

ど
で
す
。
同
窓
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
T
o
p
i
c
s
（
2
0
2
4
．

04
．
16
：
2
0
2
4
．
04
．
06
な

ど
）
に
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
の

で
、
是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。
こ
の

よ
う
な
活
動
を
通
し
、
在
校
生
が

多
く
の
感
動
を
得
、
夢
を
持
ち
、

熱
く
持
続
的
な
情
熱
を
胸
に
、
挑

戦
し
、
か
つ
、
仲
間
を
大
切
し
な

が
ら
、
大
き
く
成
長
し
て
い
く
こ

と
を
望
ん
で
い
ま
す
。
今
後
も

し
っ
か
り
と
母
校
を
支
援
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
ト
ラ
ン
プ
が
米
国
大
統
領
に

な
っ
て
、
世
界
中
が
大
混
乱
で

す
。
ト
ラ
ン
プ
関
税
に
関
す
る
発

言
は
世
界
経
済
を
右
往
左
往
さ

せ
、
ロ
シ
ア
・
ウ
ク
ラ
イ
ナ
紛
争

や
イ
ス
ラ
エ
ル
・
パ
レ
ス
チ
ナ

（
ハ
マ
ス
）
紛
争
へ
の
関
与
も
不

透
明
な
感
じ
が
否
め
ま
せ
ん
。
さ

ら
に
、
連
邦
政
府
の
方
針
に
従
わ

な
い
と
い
う
理
由
で
、
ハ
ー
バ
ー

ド
大
学
へ
の
補
助
金
（
22
億
ド

ル
：
約
3
，
2
0
0
億
円
）
の
凍

結
を
決
定
す
る
と
と
も
に
、
政
治

団
体
と
し
て
課
税
す
る
こ
と
を
ほ

の
め
か
し
て
い
ま
す
（
課
税
さ
れ

る
と
そ
の
何
十
倍
に
も
な
る
莫
大

な
金
額
）
。
ト
ラ
ン
プ
政
権
は
、

イ
ス
ラ
エ
ル
・
パ
レ
ス
チ
ナ
紛
争

に
関
連
し
て
大
学
等
で
起
こ
っ
て

い
る
過
激
な
反
ユ
ダ
ヤ
活
動
の
温

床
が
、
D
E
I
：
「
多
様
性

（
D
i
v
e
r
s
i
t
y
）・
公

平
性
（
E
q
u
i
t
y
）・
包
摂

性
（
I
n
c
l
u
s
i
o
n
）
」

に
基
づ
く
大
学
の
運
営
・
教
育
で

あ
る
と
結
論
付
け
て
い
ま
す
。
ト

ラ
ン
プ
は
、
D
E
I
は
少
数
派

（
人
種
、
性
別
、
性
的
マ
イ
ノ
リ

テ
ィ
な
ど
）
へ
の
配
慮
を
重
視
す

る
あ
ま
り
逆
差
別
に
な
っ
て
い
る

と
考
え
、
連
邦
政
府
の
D
E
I
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
終
了
す
る
大
統
領
令

に
署
名
を
し
ま
し
た
。
し
か
し
、

ハ
ー
バ
ー
ド
に
求
め
た
10
項
目
の

要
求
の
中
に
は
、
学
問
・
学
術
の

自
由
の
根
幹
を
毀
損
す
る
よ
う
な

項
目
も
た
く
さ
ん
含
ま
れ
て
い
ま

す
。
他
の
有
力
大
学
に
も
同
様
な

圧
力
を
か
け
て
い
ま
す
が
、
そ
れ

に
大
学
側
も
反
発
す
る
構
図
と

な
っ
て
い
ま
す
。
政
府
が
大
学
を

厳
重
な
監
督
下
に
置
こ
う
と
し
て

い
る
こ
と
に
対
し
て
は
、
多
く
の

有
力
者
が
反
対
の
意
見
を
上
げ
て

い
ま
す
。
米
国
内
で
は
政
治
も
経

済
も
教
育
も
混
と
ん
と
し
て
来
て

お
り
、
ト
ラ
ン
プ
を
「
現
代
の
暴

君
」
と
言
っ
て
い
る
人
も
い
ま

す
。
今
後
、
ト
ラ
ン
プ
政
権
は
ど

う
な
る
の
で
し
ょ
う
。
な
お
、
反

ユ
ダ
ヤ
主
義
の
問
題
は
紀
元
前
に

端
を
発
し
て
い
る
も
の
の
、
形
を

変
え
て
現
代
社
会
で
も
大
き
な
問

題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
人
種
問
題

は
根
深
い
も
の
で
す
。

　
今
年
の
干
支
（
え
と
）
は
乙
巳

（
き
の
と
・
み
）
で
す
。
干
支
の

「
支
」
の
字
は
十
二
支
の
「
支
」

で
あ
り
、
12
種
類
の
動
物
か
ら
な

り
ま
す
。
今
年
は
ヘ
ビ
「
巳
」
年

で
す
。
一
方
、
干
支
の
「
干
」
の

字
は
「
十
干
（
じ
っ
か
ん
）」
と

言
っ
て
、
甲
（
こ
う
：
き
の

え
）
、
乙
（
お
つ
：
き
の
と
）
、

丙
（
へ
い
：
ひ
の
え
）
、
丁
（
て

い
：
ひ
の
と
）
と
10
の
順
番
を
表

す
数
値
だ
そ
う
で
す
。
こ
れ
ら
を

組
み
合
わ
せ
た
の
が
干
支
で
、
今

年
は
乙
巳
（
き
の
と
・
み
）
と
な

り
ま
す
。
「
乙
」
は
草
木
が
く
ね

り
な
が
ら
も
し
な
や
か
に
成
長
し

て
広
が
っ
て
い
く
こ
と
の
象
形
文

字
だ
そ
う
で
す
。
一
方
、
ヘ
ビ
は

医
療
の
シ
ン
ボ
ル
に
も
よ
く
使
わ

れ
、
脱
皮
し
な
が
ら
成
長
し
、
再

生
と
治
癒
の
シ
ン
ボ
ル
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
２
つ
を
合
わ
せ
た

干
支
で
あ
る
乙
巳
は
「
変
化
と
再

生
」
を
意
味
す
る
そ
う
で
す
。
今

年
は
ト
ラ
ン
プ
に
振
り
回
さ
れ
る

１
年
と
な
り
そ
う
で
す
が
、
今
年

の
干
支
の
よ
う
に
、
変
化
や
困
難

に
柔
軟
に
対
応
し
な
が
ら
、
し
な

や
か
に
成
長
し
て
い
き
た
い
も
の

で
す
。

　
同
窓
会
の
使
命
は
母
校
の
発
展

と
同
窓
生
の
活
躍
や
幸
福
に
寄
与

す
る
こ
と
で
す
。
同
窓
会
は
立
場

や
年
齢
を
超
え
て
理
解
し
、
協
力

し
合
う
こ
と
が
で
き
る
組
織
で

す
。
同
窓
会
組
織
と
そ
の
活
動
を

も
っ
と
活
発
に
し
て
、
母
校
を
盛

り
上
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
ご
支
援
・
ご
協
力
の
ほ
ど
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。
　

　
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
同
窓

会
の
皆
様
の
ご
健
勝
を
祈
念
し

て
お
り
ま
す
。

　
同
窓
会
の
皆
様
に
は
、
日
頃

よ
り
本
校
の
教
育
活
動
に
さ
ま

ざ
ま
な
形
で
ご
支
援
ご
協
力
を

賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。
今
年
度
も
何
卒
、
母
校
で

学
ぶ
伸
び
ゆ
く
子
供
た
ち
の
た

め
に
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　
申
し
遅
れ
ま
し
た
が
、
こ
の

４
月
に
築
館
高
校
か
ら
赴
任
し

ま
し
た
野
中
淳
と
申
し
ま
す
。

生
ま
れ
も
育
ち
も
大
崎
市
古
川

で
古
高
第
39
回
卒
の
同
窓
生
で

す
。
ま
た
、
平
成
９
年
４
月
か

ら
平
成
19
年
３
月
ま
で
の
11
年

間
国
語
の
教
員
と
し
て
お
世
話

に
な
り
、
最
後
の
３
年
間
は
共

学
１
回
生
を
担
任
し
ま
し
た
。

ま
も
な
く
創
立
１
３
０
年
目
を

迎
え
る
伝
統
あ
る
古
高
に
再
び

勤
務
す
る
こ
と
が
で
き
、
大
変

光
栄
に
思
っ
て
い
る
と
同
時
に

そ
の
重
責
に
身
の
引
き
締
ま
る

思
い
で
お
り
ま
す
。

　
さ
て
令
和
７
年
度
は
、
新
入

生
２
４
０
名
を
迎
え
、
全
校
生

徒
７
０
４
名
で
ス
タ
ー
ト
い
た

し
ま
し
た
。
社
会
は
人
工
知
能

の
急
激
な
進
化
を
は
じ
め
と
す

る
情
報
化
や
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が

進
展
し
、
様
々
な
事
象
が
複
雑

さ
を
増
し
、
変
化
の
先
行
き
を

見
通
す
こ
と
が
一
層
難
し
く

な
っ
て
い
き
ま
す
。
そ
の
よ
う

な
社
会
を
生
き
抜
い
て
い
く
に

は
、
正
解
の
あ
る
問
題
を
早
く

正
確
に
解
い
た
り
、
定
ま
っ
た

手
順
を
効
率
的
に
こ
な
し
た
り

す
る
こ
と
だ
け
で
な
く
、
よ
り

よ
い
未
来
や
新
た
な
価
値
の
創

造
に
向
け
て
、
自
ら
課
題
を
発

見
し
、
知
識
や
情
報
を
活
用
し

な
が
ら
多
様
な
人
々
と
協
働
し

て
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
で

き
る
力
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
古

高
生
に
は
次
世
代
の
リ
ー
ダ
ー

と
し
て
、
平
和
な
社
会
、
幸
せ

な
社
会
を
実
現
す
る
た
め
、

「
社
会
の
問
題
を
解
決
し
創
造

す
る
力
」
を
持
っ
た
人
に
成
長

し
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま

す
。
そ
し
て
、
人
間
の
尊
い
命

を
守
る
た
め
、
自
分
と
異
な
る

価
値
観
も
し
っ
か
り
受
け
止

め
、
理
解
し
、
共
感
し
、
相
手

の
立
場
に
立
っ
て
考
え
互
い
に

支
え
合
い
な
が
ら
、
し
な
や
か

に
行
動
で
き
る
人
に
な
っ
て
ほ

し
い
と
も
思
い
ま
す
。

　
昨
年
度
よ
り
同
窓
生
や
地
域

の
方
々
に
は
「
古
高
サ
ポ
ー

タ
ー
」
と
し
て
生
徒
の
探
究
活

動
を
支
援
し
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。
生
徒
そ
れ
ぞ
れ
が
社
会

や
地
域
の
問
題
を
テ
ー
マ
に
掲

げ
て
調
査
研
究
を
進
め
、
３
月

に
は
そ
の
成
果
を
発
表
し
ま
し

た
。
論
理
的
思
考
力
と
問
題
発

見
・
解
決
能
力
、
社
会
貢
献
意

識
や
地
域
愛
を
高
め
る
こ
と
が

で
き
て
い
ま
す
。
ま
た
、
台
湾

へ
の
修
学
旅
行
や
国
際
教
育
研

修
「
G
l
o
b
a
l 

S
t
u
d
i

e
s 

P
r
o
g
r
a
m
」
を
開
催

し
、
外
国
人
と
交
流
す
る
な
ど

新
た
な
価
値
観
に
触
れ
学
ぶ
機

会
も
持
っ
て
い
ま
す
。
真
理
に

迫
る
学
力
を
育
み
成
果
を
上
げ

て
き
て
い
ま
す
。

　
生
徒
一
人
一
人
が
輝
く
こ
と
の

で
き
る
学
校
と
し
て
、
こ
れ
ま
で

の
伝
統
の
上
に
さ
ら
に
新
た
な
歩

み
を
重
ね
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
今

後
と
も
本
校
の
教
育
活
動
に
ご
理

解
と
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
同
窓

生
の
皆
様
の
ご
健
康
と
ご
多
幸

と
古
高
同
窓
会
の
ま
す
ま
す
の

発
展
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

す
。

宮
城
県
古
川
高
等
学
校

　校
長
　野
中

　淳
（
昭
和
62
年
）

校
長
あ
い
さ
つ

宮
城
県
古
川
高
等
学
校
同
窓
会

　

会
長
　伊
藤
貞
嘉
（
昭
和
47
年
）

ご

　挨

　拶

加
美
支
部

事
務
局
長
　諸
岡
敏
裕

　
　

 （
昭
和
46
年
・
高
23
回
）

美
里
支
部

事
務
局
長
　末
永
裕
悦

　（昭
和
52
年
・
高
29
回
）



関
西
蛍
雪
会

事
務
局
長
　
高
橋
達
也

　（
昭
和
47
年
・
高
24
回
）

し
た
。
先
日
行
わ
れ
た
船
形
山

登
山
で
は
船
形
山
の
広
大
な
自

然
と
触
れ
あ
い
な
が
ら
同
級
生

と
の
絆
を
深
め
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
学
校
で
の
生
活
に
も

少
し
ず
つ
慣
れ
て
き
て
お
り
、

高
校
の
よ
り
高
度
な
学
習
に
も

つ
い
て
い
け
る
よ
う
に
頑
張
る

こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
６
月
に
は
初
め
て
受
け
る

定
期
考
査
が
あ
り
ま
す
。
中
学

校
と
は
異
な
る
日
程
や
形
式
に

は
ま
だ
不
安
が
残
っ
て
い
ま
す

が
そ
の
不
安
に
負
け
ず
、
自
分

の
実
力
を
最
大
限
発
揮
で
き
る

よ
う
全
力
で
臨
む
所
存
で
す
。

　
最
後
と
な
り
ま
し
た
が
今
回

こ
の
よ
う
な
ま
た
と
な
い
経
験

を
い
た
だ
け
た
こ
と
本
当
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
の

名
誉
に
恥
じ
ぬ
よ
う
毎
日
の
努

力
を
怠
ら
ず
、
自
主
自
律
の
精

神
を
持
っ
て
行
動
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

【
感
謝
の
言
葉
】

２
年
６
組
　
小
野
　
正
晴

　
こ
の
度
は
古
川
高
校
同
窓
会

奨
学
生
に
選
ん
で
い
た
だ
き
本

当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

今
後
と
も
こ
の
名
に
見
合
っ
た

努
力
を
重
ね
て
い
く
責
任
感
を

覚
え
、
ま
さ
に
「
心
の
琴
の
絃

も
張
る
」
よ
う
感
じ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
古
川
高
校
に
入
学
し
て

か
ら
早
1
年
、
成
功
を
収
め
達

成
感
を
味
わ
う
こ
と
も
あ
れ
ば
、

勉
強
を
始
め
、
部
活
動
や
人
間

関
係
、
進
路
な
ど
で
幾
度
と
な

く
壁
に
ぶ
つ
か
り
、
そ
の
度
に

自
分
の
力
不
足
を
痛
感
す
る
こ

と
も
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

壁
に
ぶ
つ
か
っ
た
こ
と
で
得
ら

れ
る
こ
と
も
多
く
あ
り
ま
し
た
。

今
年
度
は
こ
れ
ま
で
以
上
に
た

く
さ
ん
の
壁
に
行
く
手
を
阻
ま

れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
そ
れ
で

も
決
し
て
挫
け
る
こ
と
な
く
、

壁
を
乗
り
越
え
る
度
に
自
分
の

殻
を
破
り
、
日
々
成
長
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
こ
の

よ
う
な
名
誉
あ
る
機
会
を
い
た

だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
更
な
る
高
み
へ
、
い
つ
の

日
か
「
猛
者
」
に
な
る
こ
と
を

目
指
し
て
、
学
ぶ
こ
と
の
喜
び

と
楽
し
さ
を
噛
み
し
め
な
が
ら

日
々
励
ん
で
参
り
ま
す
。

【
感
謝
の
言
葉
】

３
年
２
組
　
松 

浦  

　
葵

　
こ
の
度
は
、
古
川
高
校
同
窓

会
奨
学
生
に
選
出
し
て
い
た
だ

き
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
取
り
組

み
が
奨
学
生
と
し
て
評
価
さ
れ

た
こ
と
を
大
変
光
栄
に
思
う
と

共
に
、
こ
の
よ
う
な
貴
重
な
機

会
を
い
た
だ
い
た
こ
と
へ
の
責

任
の
重
さ
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。

今
後
は
そ
の
期
待
に
応
え
る
べ

く
、
よ
り
一
層
努
力
を
し
て
参

り
ま
す
。

　
古
川
高
校
に
入
学
し
て
３
年

目
を
迎
え
、
月
日
の
流
れ
の
早

さ
を
日
々
実
感
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
、
志
の
高
い
仲
間
た

ち
と
共
に
学
び
、
多
く
の
経
験

を
積
む
こ
と
が
で
き
、
私
に

と
っ
て
非
常
に
実
り
多
い
時
間

と
な
り
ま
し
た
。
私
は
特
に
部

活
動
を
通
し
て
、
人
は
人
と
の

関
わ
り
の
中
で
こ
そ
成
長
し
て

い
く
の
だ
と
い
う
こ
と
を
実
感

し
ま
し
た
。
こ
の
学
び
は
、
文

武
両
道
を
重
ん
じ
、
日
々
努
力

を
重
ね
る
仲
間
と
出
会
え
た
か

ら
こ
そ
得
ら
れ
た
も
の
だ
と
感

じ
て
い
ま
す
。
仲
間
の
姿
に
刺

激
を
受
け
、
私
自
身
も
学
業
に

対
し
て
真
摯
に
向
き
合
う
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な

環
境
に
身
を
置
く
こ
と
が
で
き

た
こ
と
に
、
幸
せ
を
感
じ
て
い

ま
す
。
今
後
の
進
路
に
向
け
て
、

困
難
に
直
面
す
る
こ
と
が
多
数

あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
こ
れ
ま

で
の
経
験
を
糧
に
、
前
向
き
に

努
力
を
積
み
重
ね
て
参
り
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
改
め

ま
し
て
、
こ
の
よ
う
な
貴
重
な

機
会
を
頂
け
る
こ
と
に
心
よ
り

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
今
後
も

周
囲
の
方
々
へ
の
感
謝
の
気
持

ち
を
忘
れ
ず
、
日
々
精
進
し
て

参
り
ま
す
。

※
渡
邊
奨
学
金
は
本
校
高
11

回
卒
業
生
渡
邊
義
之
氏
の

篤
志
寄
附
を
奨
学
基
金
と

し
、
平
成
28
年
度
よ
り
奨

学
金
を
給
付
す
る
。

　
３
年
生
で
東
北
大
等
難
関
国

公
立
大
学
・
医
学
部
医
学
科
を

志
望
し
有
望
な
生
徒
に
対
し
、

奨
学
金
を
授
与
す
る
も
の
。（
金

額
は
10
万
円
）

【
感
謝
の
言
葉
】

３
年
６
組
　
阿
部
　
佳
太

　
こ
の
度
は
渡
邊
奨
学
生
に
選

ん
で
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
古
川
高
校
に
入
学

し
て
か
ら
2
年
が
経
ち
ま
す
が

私
の
日
々
の
努
力
が
評
価
さ
れ
、

こ
の
よ
う
な
栄
誉
を
い
た
だ
け

た
こ
と
を
大
変
嬉
し
く
思
い
ま

す
。

　
こ
の
奨
学
金
は
私
に
と
っ
て

単
な
る
金
銭
的
支
援
に
と
ど
ま

ら
ず
、
渡
邊
義
之
顧
問
を
は
じ

め
と
す
る
卒
業
生
の
皆
様
の
期

待
と
応
援
の
証
で
あ
る
と
感
じ

て
い
ま
す
。
残
さ
れ
た
高
校
生

活
は
決
し
て
長
く
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
そ
の
信
頼
に
応
え
る
べ

く
、
よ
り
一
層
の
自
己
研
鑽
を

重
ね
て
い
き
ま
す
。
今
年
は
い

よ
い
よ
最
大
の
目
標
で
あ
る
大

学
受
験
を
控
え
た
年
で
す
。
こ

れ
ま
で
の
人
生
で
最
も
大
き
な

フ
ィ
ー
ル
ド
で
戦
わ
ね
ば
な
ら

な
い
大
学
受
験
に
あ
た
り
今
後

困
難
に
直
面
す
る
こ
と
も
あ
る

と
は
思
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な

時
こ
そ
「
自
主
自
律
」
の
言
葉

を
胸
に
私
自
身
に
必
要
な
努
力

を
怠
ら
な
い
姿
勢
を
貫
き
通
し

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、

皆
様
に
は
目
標
を
成
し
遂
げ
る

と
こ
ろ
を
見
守
っ
て
い
た
だ
け

れ
ば
幸
い
で
す
。

　
改
め
て
今
回
は
貴
重
な
機
会

を
い
た
だ
い
こ
と
に
心
か
ら
感

謝
を
申
し
上
げ
、
今
後
の
決
意

を
新
た
に
精
進
し
て
参
り
ま
す
。

【
感
謝
の
言
葉
】

３
年
６
組
　
伊
藤
　
彩
花

　
こ
の
度
は
渡
邊
奨
学
生
に
選

ん
で
い
た
だ
き
本
当
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
努
力
を
重
ね
て
き

た
学
業
が
評
価
さ
れ
、
こ
の
よ

う
な
形
で
認
め
ら
れ
た
こ
と
は

大
き
な
励
み
と
な
り
ま
し
た
。

私
一
人
の
力
で
は
な
く
支
え
て

く
だ
さ
っ
た
先
生
方
や
家
族
、

友
人
の
存
在
が
あ
っ
た
か
ら
こ

そ
こ
こ
ま
で
来
る
こ
と
が
で
き

た
の
だ
と
改
め
て
感
じ
て
お
り

ま
す
。
経
済
的
な
支
援
を
受
け

る
こ
と
で
学
業
に
よ
り
集
中
で

き
る
環
境
が
整
い
大
変
あ
り
が

た
く
感
じ
て
お
り
ま
す
。
い
た

だ
い
た
奨
学
金
は
将
来
の
夢
に

向
か
っ
て
学
び
を
深
め
る
た
め

に
大
切
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
日
々
の
生
活
の
中
で

自
分
に
で
き
る
こ
と
を
見
つ
け

将
来
に
向
け
て
一
歩
ず
つ
進
ん

で
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
今
後
と
も
体
調
管
理
に
留

意
し
な
が
ら
学
業
に
励
み
自
己

の
成
長
に
つ
な
げ
て
い
く
所
存

で
す
。

　
こ
の
支
援
に
恥
じ
ぬ
よ
う
更

に
努
力
を
重
ね
社
会
に
貢
献
で

き
る
人
間
を
目
指
し
て
参
り
ま

す
。
改
め
て
本
当
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

在
仙
同
窓
会

　
幹
事
長
　
今
野
喜
弘

　
　 （
平
成
２
年
・
高
42
回
）

　
各
学
年
の
成
績
優
秀
な
生
徒

に
同
窓
会
か
ら
奨
学
金
を
授
与

す
る
も
の
。（
１
年
生
は
入
試
成

績
が
抜
群
な
も
の
。２
・
３
年
生

は
前
年
度
成
績
優
秀
な
も
の
で
、

未
授
与
者
。
金
額
は
６
万
円
）

【
感
謝
の
言
葉
】

１
年
６
組
　
遠
藤
　
凜
人

　
こ
の
度
は
古
川
高
校
同
総
会

奨
学
生
に
選
抜
し
て
い
た
だ
き

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

先
生
に
こ
の
こ
と
を
伝
え
ら
れ

た
と
き
、
私
は
選
ば
れ
た
こ
と

に
驚
き
と
喜
び
で
い
っ
ぱ
い
に

な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
の
よ

う
な
名
誉
を
い
た
だ
き
よ
り
一

層
努
力
に
励
ま
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
身
が
引
き
締
ま
る
思
い

で
す
。

　
私
た
ち
1
年
生
が
本
校
に
入

学
し
て
も
う
2
ヶ
月
が
過
ぎ
ま

令和
７年度

（3） 古　高　同　窓　会　報 令和７年７月１日 令和７年７月１日 古　高　同　窓　会　報 （6）

支
部
だ
よ
り

　
在
京
同
窓
会
は
、
年
2
回
の
会

報
「
蛍
雪
」
発
行
と
、
6
月
に
行

う
定
時
総
会
、
お
よ
び
、
1
月
開

催
の
旧
古
川
市
内
四
校
（
古
高
、

黎
明
高
校
（
旧
古
女
）、
古
工
、

古
川
学
園
）
合
同
新
年
会
を
軸
と

し
て
活
動
し
て
お
り
ま
す
。

　
令
和
6
年
度
は
6
月
22
日
に
定

時
総
会
が
開
催
さ
れ
、
55
名
が
参

加
し
、
オ
ペ
ラ
歌
手
の
青
木
麻
菜

美
さ
ん
の
公
演
が
彩
り
を
添
え
る

形
で
し
た
。
本
年
1
月
の
4
校
合

同
新
年
会
は
1
3
7
名
の
参
加
で

成
功
裡
に
終
了
い
た
し
ま
し
た
。

令
和
7
年
度
の
定
時
総
会
は
、
本

紙
が
発
行
さ
れ
る
直
前
の
6
月
21

日
㈯
に
開
催
予
定
で
、
昭
和
48
年

卒
の
三
神
泉
氏
を
迎
え
、「
す
ば

る
望
遠
鏡
に
活
き
た
遊
び
心
」
の

演
題
で
講
演
い
た
だ
く
こ
と
に
な

っ
て
お
り
ま
す
。
来
春
の
四
校
合

同
新
年
会
は
30
回
目
の
節
目
を
迎

え
、
令
和
8
年
1
月
24
日
㈯
に

K
K
R
ホ
テ
ル
東
京
で
開
催
予
定

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
在
京
同
窓
会
に
お
き
ま
し
て
は
、

伊
藤
会
長
の
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
の
下
、

会
報
「
蛍
雪
」
紙
面
の
充
実
に
力

を
入
れ
て
お
り
ま
す
。
令
和
6
年

度
よ
り
役
員
会
と
は
別
に
「
蛍
雪

編
集
委
員
会
」
を
組
織
し
て
、「
会

費
を
払
う
に
値
す
る
紙
面
作
り
」

を
目
指
し
て
お
り
、
こ
れ
が
結
果

的
に
新
規
会
員
の
獲
得
に
も
繋
が

る
は
ず
と
の
共
通
認
識
を
も
っ
て

取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。
同
窓
会

教
職
員
蛍
雪
会

　
幹
事
長
　
石
塚
裕
明

　
　 （
昭
和
63
年
・
高
40
回
）

活
動
に
限
ら
ず
様
々
な
機
会
を
捉

え
て
、「
書
い
て
い
た
だ
け
れ
ば

内
容
が
読
者
に
と
っ
て
絶
対
興
味

が
湧
き
そ
う
な
O
B
」
の
掘
り
起

こ
し
を
継
続
的
に
行
っ
て
参
り
ま

す
の
で
、
そ
の
際
は
是
非
ご
協
力

を
お
願
い
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　
昨
年
12
月
、
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大

の
収
束
に
伴
い
長
期
間
中
止
に
な

っ
て
い
た
同
窓
会
で
し
た
が
総
数

14
名
出
席
の
も
と
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン

ヴ
ィ
ア
大
阪
で
開
催
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
母
校
よ
り
伊
藤
同

窓
会
会
長
、
牛
来
校
長
先
生
、
遠

藤
事
務
局
長
を
お
迎
え
し
古
高
の

近
況
（
大
学
進
学
、
部
活
動
等
）

報
告
に
一
同
熱
心
に
聴
き
入
り
ま

し
た
。
懇
親
会
で
は
久
し
ぶ
り
の

再
会
に
加
え
初
め
て
出
席
し
た
同

窓
生
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
も
あ
り
、

以
前
に
も
ま
し
て
賑
や
か
で
楽
し

い
会
と
な
り
最
後
は
校
歌
斉
唱
で

締
め
無
事
総
会
を
終
え
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
今
回
の
長
期
間
中

止
を
機
に
改
め
て
同
窓
会
の
大
切

さ
を
感
じ
、
こ
れ
か
ら
も
長
く
継

承
し
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い

と
い
う
思
い
に
な
り
ま
し
た
。

　
県
庁
古
川
高
校
同
窓
会
は
、
会

員
数
約
４
０
０
名
を
擁
し
、
県
庁

内
で
も
随
一
の
会
員
数
を
誇
り
、

若
手
職
員
か
ら
幹
部
職
員
ま
で
一

体
感
の
取
れ
た
唯
一
無
二
の
同
窓

会
と
自
負
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
も

偏
に
諸
先
輩
方
の
御
尽
力
に
よ
る

も
の
と
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　
令
和
６
年
度
は
、11
月
15
日
㈮
、

牛
来
校
長
先
生
を
は
じ
め
、
母
校

出
身
の
県
内
首
長
や
県
議
会
議
員

な
ど
諸
先
輩
方
の
御
臨
席
を
賜
り
、

約
60
名
の
参
加
の
も
と
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
総
会
で
は
、
恒
例
の
校
歌
斉
唱

に
始
ま
り
、佐
藤
静
哉
（
高
35
回
）

会
長
の
挨
拶
、
伊
藤
貞
嘉
本
校
同

窓
会
長
か
ら
御
祝
辞
を
賜
り
、

佐
々
木
源 

本
校
同
窓
会
副
会
長

の
御
発
声
に
よ
り
宴
は
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。
宴
の
中
で
は
、
牛
来

校
長
先
生
か
ら
在
校
生
の
活
躍
ぶ

り
な
ど
を
御
紹
介
い
た
だ
く
な
ど
、

「
世
代
を
越
え
た
交
流
」
が
息
づ

く
活
気
溢
れ
る
和
や
か
な
会
と
な

り
ま
し
た
。

　
最
後
は
、
佐
野
好
昭
氏
（
高
28

回
卒
）
の
指
揮
の
も
と
、
毎
年
恒

例
と
な
っ
て
い
る
エ
ー
ル
の
交
換
、

図
南
歌
・
凱
歌
な
ど
を
高
ら
か
に

合
唱
し
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

　
今
年
度
は
髙
橋
義
広
（
高
36
回
）

新
会
長
の
も
と
、
こ
れ
ま
で
に
も
増

し
て
県
庁
内
唯
一
無
二
の
同
窓
会
と

な
る
よ
う
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
県
で
は
、
人
口
減
少
対
策
や
Ｄ

Ｘ
に
よ
る
変
革
み
や
ぎ
、
成
長
産

業
の
誘
致
・
育
成
な
ど
、
次
代
に

つ
な
げ
る
取
り
組
み
に
古
高
同
窓

生
を
は
じ
め
県
職
員
一
丸
と
な
っ

て
尽
力
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

引
き
続
き
、同
窓
会
会
員
の
皆
様
、

県
民
の
皆
様
方
の
御
理
解
と
御
協

力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

 

　
本
会
の
会
員
は
、公
立
高
等
学
校
、

特
別
支
援
学
校
に
所
属
す
る
同
窓

県
庁
同
窓
会

幹
事
長
　
島
田
憲
一

　
　 （
平
成
４
年
卒
、高
44
回
）

生
で
あ
り
、
会
員
数
は
約
２
０
０

名
に
上
り
ま
す
。
令
和
６
年
11
月

９
日
㈯
、
ホ
テ
ル
白
萩
を
会
場
に
、

総
会
・
講
演
会
・
懇
親
会
を
開
催

し
ま
し
た
。
講
演
会
で
は
、
浅
野

伸
一
会
長
と
同
級
で
あ
る
、
仙
台

大
学
教
授
　
氏
家
靖
浩
氏
（
昭
和

60
年
卒
・
高
37
回
）
を
お
招
き
し
、

『
仙
台
と
ロ
ッ
テ
　
プ
ロ
野
球
と

地
方
都
市
の
昔
話
』
と
題
し
て
、

御
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。
地
方

都
市
の
近
現
代
史
を
探
求
す
る
意

義
と
、
ス
ポ
ー
ツ
と
街
と
の
コ
ラ

ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
功
罪
に
つ
い
て

豊
富
な
図
表
を
用
い
て
ご
説
明
い

た
だ
き
ま
し
た
。
祝
宴
で
は
、
母

校
の
伊
藤
貞
嘉
同
窓
会
長
、
牛
来

拓
二
校
長
に
御
挨
拶
を
賜
り
、
最

近
の
学
校
の
様
子
や
在
校
生
の
活

躍
等
を
伺
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、
参
加
し
た
26
名
が
、
母

校
を
懐
か
し
み
、
教
育
へ
の
思
い

を
語
り
合
い
、
交
流
を
深
め
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
校
歌
斉
唱
に

始
ま
っ
た
祝
宴
は
、
盛
会
の
中
で

図
南
歌
、
エ
ー
ル
で
お
開
き
と
な

り
ま
し
た
。

　
時
代
の
変
化
と
と
も
に
、
教
育

を
取
り
巻
く
環
境
が
厳
し
さ
を
増

す
中
、蛍
雪
会
の
繋
が
り
は
、日
々

教
育
課
題
と
向
き
合
う
会
員
の
心

の
拠
り
所
と
し
て
、
大
切
な
存
在

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
来
年

度
は
、
さ
ら

に
多
く
の
会

員
が
、
気
軽

に
参
加
で
き

る
よ
う
な
蛍

雪
会
を
目
指

し
て
参
り
た

い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　
在
仙
古
高

同
窓
会
で
は
、

コ
ロ
ナ
も
落

ち
つ
き
平
時

を
取
り
戻
し

た
昨
年
よ
り

活
動
を
再
開

し
て
お
り
ま

す
。
今
年
度

も
5
月
17
日

ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
テ
ラ
ス
を
会
場

に
、
野
中
校
長
、
本
部
同
窓
会

伊
藤
会
長
、
在
京
同
窓
会
伊
藤

会
長
、
県
庁
同
窓
会
髙
橋
会
長

始
め
多
数
の
ご
来
賓
を
お
迎
え

し
て
、
上
は
12
回
生
か
ら
若
手

は
67
回
生
ま
で
老
若
男
女
相
集

い
旧
交
を
温
め
ま
し
た
。
オ
ー

プ
ニ
ン
グ
は
恒
例
の
校
歌
斉
唱

か
ら
始
ま
り
、
昨
年
度
の
報
告

及
び
今
年
度
の
予
算
案
の
承
認

を
頂
い
た
の
ち
、
皆
様
お
待
ち

か
ね
の
懇
親
会
が
在
京
同
窓
会

伊
藤
会
長
の
乾
杯
の
発
声
で
ス

タ
ー
ト
。
今
年
の
出
し
物
は
佐

藤
幹
事
の
ご
子
息
で
プ
ロ
バ
イ

オ
リ
ニ
ス
ト
佐
藤
実
治
氏
の
生

ラ
イ
ブ
。
情
熱
大
陸
や
ジ
ャ
ズ

等
計
5
曲
を
堪
能
し
ま
し
た
。

そ
し
て
こ
れ
か
ら
の
活
躍
が
期

待
さ
れ
る
若
手
同
窓
生
の
紹
介

と
続
き
ま
し
た
。
昨
年
は
63
回

生
か
ら
70
回
生
ま
で
10
名
の
出

席
で
し
た
が
、
今
年
は
女
子
1

名
含
む
4
名
と
若
干
寂
し
さ
は

感
じ
ま
し
た
が
、
物
怖
じ
し
な

い
元
気
い
っ
ぱ
い
の
ス
ピ
ー
チ

に
参
加
者
一
同
パ
ワ
ー
を
貰
う

と
共
に
無
限
の
可
能
性
を
感
じ

ま
し
た
。
そ
し
て
締
め
は
全
員

で
肩
を
組
ん
で
図
南
歌
斉
唱
で

フ
ィ
ナ
ー
レ
と
な
り
ま
し
た
。

　
で
す
が
こ
れ
で
終
わ
ら
な
い
の

が
在
仙
古
高
同
窓
会
。
会
場
を
ホ

テ
ル
下
の
ス
コ
ッ
チ
バ
ン
ク
へ
と

移
し
、
さ
ら
に
旧
交
を
温
め
た
の

で
し
た
。
近
年
で
は
若
者
の
団
体

離
れ
、同
窓
会
離
れ
が
顕
著
な
中
、

出
席
頂
い
た
若
手
同
窓
生
始
め
諸

先
輩
方
、
全
て
の
出
席
者
皆
さ
ん

に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
在
校
生

諸
君
！
同
窓
会
っ
て
良
い
も
ん
で

す
よ
！

　
令
和
6
年

10
月
26
日
、

三
本
木
ホ
ー

ム
会
総
会
を

三
本
木
北
町

「
青
柳
」
に
て
、

本
校
よ
り
阿

部
勝
教
頭
先

生
、
富
田
俊

郎
先
生
、
同

窓
会
よ
り
塩

野
隆
副
会
長
を
お
迎
え
し
て
、

総
勢
23
名
の
参
加
を
頂
き
、
盛

会
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
総
会

で
は
会
長
の
相
花
俊
信
会
長
（
昭

和
41
年
卒
、
高
18
回
）
の
挨
拶

で
幕
を
開
け
、
ご
来
賓
の
皆
様

よ
り
ご
挨
拶
と
現
役
生
の
活
躍
、

同
窓
会
活
動
な
ど
を
報
告
頂
き
、

そ
の
後
会
計
報
告
な
ど
の
承
認

を
頂
き
ま
し
た
。
懇
親
会
で
は

参
加
者
よ
り
近
況
報
告
を
頂
き
、

そ
の
後
も
交
友
を
深
め
さ
せ
て
頂

き
ま
し
た
。
最
後
に
は
も
ち
ろ
ん

皆
様
で
校
歌
、
図
南
歌
、
そ
し
て

当
会
の
歌
、「
ホ
ー
ム
会
歌
」
を

鈴
木
寿
郎
（
昭
和
39
年
、高
16
回
）

先
輩
に
解
説
、
音
頭
を
取
っ
て
頂

三
本
木
支
部（
ホ
ー
ム
会
）

事
務
局
長
　
森
　
　
毅

　（
平
成
2
年
卒
・
高
42
回
）

同
窓
会
奨
学
生

令和
７年度

渡 

邊 

奨 

学 

金

在
京
同
窓
会

副
会
長 

兼
「
蛍
雪
」
編
集
長

亀
井
　
明

　（
昭
和
55
年
・
高
32
回
）

３
年
　
阿
部
　
佳
太

３
年
　
伊
藤
　
彩
花

１
年
　
遠
藤
　
凜
人

２
年
　
小
野
　
正
晴

３
年
　
松 

浦  

　
葵



（5） 古　高　同　窓　会　報 令和７年７月１日 令和７年７月１日 古　高　同　窓　会　報 （4）

古高同窓会　令和６年度　会計決算書・令和７年度　予算書
Ⅰ　一般会計

令和６年度 収入決算額 5,527,222円
 支出決算額 3,609,528円
 差 引 残 高 1,917,694円（次年度へ繰越）

令和７年度 収入予算額 4,882,294円
 支出予算額 4,882,294円
 差引残高 0円

Ⅱ　特別会計

Ⅲ　サポート基金　（令和元年度より新設）

繰　越　金 447,336円
収入決算額 0円
支出決算額 40,480円
差 引 残 高 406,856円

令
和
６
年
度
　
事 

業 

報 

告

令
和
６
年
度
　
事 

業 

報 

告

月 日（曜） 事　業　内　容

蛍
雪
章

　
蛍
雪
章
と
は
、
年
度
ご
と
に
、
各
種
活
動
で
全
国

大
会
出
場
も
し
く
は
同
等
の
成
績
を
上
げ
た
生
徒
に

贈
ら
れ
る
賞
で
、毎
年
卒
業
式
（
１・２
年
生
は
前
日
）

に
全
校
生
徒
の
前
で
学
校
長
よ
り
校
章
を
記
し
た

「
蛍
雪
の
盾
」
が
授
与
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

●
第
77
回
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
　
陸
上
競
技
大
会

　
　
出
場
　
　
白
井
　
奏
羽
・
佐
藤
　
謙
臣
・
遊
佐
た
ま
き

●
第
59
回
全
日
本
高
等
学
校

　
　
男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会
　
出
場

　
佐
々
木
康
平
・
髙
橋
旺
士
朗
・
野
田
　
泰
生
・
佐
々
木
尋
大

　
田
原
悠
太
郎
・
伊
藤
　
　
樹
・
髙
橋
　
雄
貴
・
石
田
　
柊
吾

　
齋
藤
　
丈
浩
・
佐
藤
　
悠
基
・
阿
部
　
暉
大
・
佐
々
木
秀
太

　
菅
野
　
陸
斗
・
佐
藤
　
真
大
・
加
藤
　
暁
翔
・
只
野
　
寛
大

●
第
70
回
青
少
年
読
書
感
想
文
全
国
コ
ン
ク
ー
ル

　
　
毎
日
新
聞
社
賞
 

髙
橋
　
里
穂

●
第
79
回
国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
ス
ケ
ー
ト
競
技
会（
ス
ピ
ー
ド
）

　
　
少
年
女
子
２
０
０
０
ｍ
リ
レ
ー
　
第
６
位
 
新
沼
　
清
夏

繰　越　金 3,777,235円
収入決算額 2,169,135円
支出決算額 1,661,247円
差 引 残 高　　4,285,123円（次年度へ繰越）

奨学金360,000円，部活動補助500,000円，
事業・運営費801,247円

１．収入の部

２．支出の部

東
京
蛍
雪
賞

　
３
カ
年
の
本
校
在
学
中
、

生
徒
会
活
動
・
ク
ラ
ブ
活
動

等
、
高
校
生
活
全
般
に
わ
た

り
、
顕
著
な
功
績
の
あ
っ
た

生
徒
を
称
え
る
と
共
に
、
後

輩
生
徒
の
道
し
る
べ
と
な
る

よ
う
、
本
校
在
京
同
窓
会
か

ら
授
与
す
る
も
の
。

仙
台
蛍
雪
賞

　
３
カ
年
の
本
校
在
学
中
、

学
業
成
績
な
ら
び
に
生
活
全

般
に
お
い
て
、
特
に
模
範
的

だ
っ
た
生
徒
を
称
え
る
と
共

に
、
後
輩
生
徒
の
道
し
る
べ

と
な
る
よ
う
、
本
校
在
仙
同

窓
会
か
ら
授
与
す
る
も
の
。

　
令
和
6
年
度
の
古
高
同
窓
会
総
会

は
、
去
る
8
月
10
日
㈯
に
グ
ラ
ン
ド

平
成
に
て
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

在
京
古
高
同
窓
会
会
長
の
伊
藤
健
二

様
を
は
じ
め
と
す
る
来
賓
の
方
々
を

含
む
約
1
4
0
名
が
参
加
し
、
旧
交

を
温
め
ま
し
た
。

　
総
会
後
の
記
念
講
演
で
は
、
当
時

の
世
界
最
大
の
望
遠
鏡
「
す
ば
る
」

の
開
発
者
で
あ
る
三
神
泉
様
を
お
招

き
し
ま
し
た
。
三
神
様
に
は
、
す
ば

る
望
遠
鏡
の
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、

そ
し
て
完
成
ま
で
の
波
瀾
万
丈
な
道

の
り
に
つ
い
て
、
N
H
K
「
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
X
」
で
放
送
さ
れ
た
当
時
の

貴
重
な
映
像
を
交
え
な
が
ら
ご
講
演

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
講
演
で
は
、
望
遠
鏡
の
要
と
な
る

直
径
8
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
巨
大
な

主
鏡
を
、
い
か
に
し
て
歪
み
な
く
誤

差
な
く
制
作
し
た
か
、
ま
た
完
成
し

た
巨
大
鏡
を
ハ
ワ
イ
島
ま
で
い
か
に

運
搬
し
た
か
と
い
っ
た
、
技
術
的
な

困
難
を
乗
り
越
え
る
過
程
が
詳
細
に

語
ら
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
遥
か
彼

方
の
星
を
観
測
す
る
ロ
マ
ン
に
つ
い

て
も
触
れ
ら
れ
、
参
加
者
は
皆
、
興

味
深
く
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　
総
会
後
の
懇
親
会
も
大
い
に
盛
り

上
が
り
、
盛
会
の
う
ち
に
終
了
い
た

し
ま
し
た
。参
加
者
は
旧
交
を
温
め
、

和
や
か
な
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　
来
年
度
の
同
窓
会
総
会
は
、
8
月

9
日
㈯
に
グ
ラ
ン
ド
平
成
に
て
開
催

す
る
予
定
で
す
。
詳
細
が
決
ま
り
次

第
、
改
め
て
皆
様
に
ご
案
内
い
た
し

ま
す
の
で
、ぜ
ひ
ご
予
定
く
だ
さ
い
。

 

東
京
蛍
雪
賞
受
賞
者

東
京
蛍
雪
賞
の
受
賞
し
て

前
生
徒
会
長
　菅
原
太
智

　
こ
の
度
は
東
京
蛍
雪
賞
と
い

う
名
誉
あ
る
賞
を
受
賞
す
る
こ

と
が
で
き
、
大
変
嬉
し
く
存
じ

ま
す
。
受
賞
に
際
し
、
こ
の
よ

う
な
素
晴
ら
し
い
機
会
を
く
だ

さ
っ
た
こ
と
に
深
く
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。
私
が
古
川
高
校
で

過
ご
し
た
３
年
間
は
毎
日
が
濃

く
、
忘
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い

充
実
し
た
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

入
学
時
、
私
は
生
徒
会
長
と
し

て
の
素
質
も
な
い
平
凡
な
人
間

で
し
た
が
、
日
々
の
学
校
生
活

で
関
わ
っ
た
沢
山
の
方
々
が
私

を
成
長
さ
せ
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。
そ
の
お
か
げ
も
あ
っ
て
、

生
徒
会
長
就
任
後
は
新
た
な
制

度
を
取
り
入
れ
た
生
徒
総
会
や
、

岩
井
副
会
長
考
案
の
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
キ
ャ
ッ
プ
の
回
収
な
ど
、

様
々
な
取
り
組
み
に
力
を
入
れ

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
特
に
、

同
窓
会
の
方
々
の
手
厚
い
ご
支

援
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、Ｊ
Ｓ

Ｂ
Ｎ（
キ
ャ
リ
ア
教
育
プ
ロ
グ

ラ
ム
）
や
Ｇ
Ｓ
Ｐ（
グ
ロ
ー
バ

ル
ス
タ
デ
ィ
ズ
プ
ロ
グ
ラ
ム
）

な
ど
の
社
会
や
海
外
と
繋
が
る

活
動
を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
こ
の
場
を
お
借
り
し

て
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
、
生
徒
会
長
と
し

て
培
っ
た
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
や

課
題
解
決
能
力
な
ど
を
生
か
し
、

自
分
だ
け
の
道
を
切
り
拓
い
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し

て
、
東
京
蛍
雪
賞
の
名
に
恥
じ

ぬ
よ
う
、
精
進
し
て
ま
い
り
ま

す
。
改
め
て
、
3
年
間
で
関
わ

っ
た
す
べ
て
の
方
々
に
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

感
謝
の
言
葉

前
応
援
団
長
　米
林
大
雅

　
こ
の
度
は
東
京
蛍
雪
賞
と
い

う
名
誉
あ
る
賞
を
賜
り
、
た
い

へ
ん
光
栄
に
思
い
ま
す
。
ま
ず

は
、
応
援
団
を
運
営
す
る
上
で

ご
支
援
い
た
だ
い
た
応
援
団
幹

部
お
よ
び
担
当
の
先
生
、
生
徒

会
の
皆
様
に
心
よ
り
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

　
私
の
高
校
３
年
間
を
振
り
返

る
と
、
充
実
し
た
生
活
を
形
作

る
上
で
重
要
な
要
素
と
し
て
や

は
り
応
援
団
は
と
て
も
大
き
い

も
の
だ
っ
た
と
感
じ
ま
す
。
１

年
時
は
指
導
さ
れ
る
側
と
し
て

洗
礼
を
受
け
て
幹
部
を
志
す
こ

と
か
ら
始
ま
り
、
２
年
時
は
幹

部
と
な
り
指
導
す
る
側
と
し
て

活
動
し
始
め
、
10
月
に
は
応
援

団
長
と
な
り
古
川
高
校
を
代
表

す
る
存
在
と
し
て
３
年
生
の
定

期
戦
ま
で
活
動
を
し
て
ま
い
り

ま
し
た
。
私
が
常
に
念
頭
に
置

い
て
い
た
こ
と
は
、
応
援
団
と

し
て
の
使
命
で
あ
る
伝
統
の
継

承
、
率
先
垂
範
、
人
間
修
養
を

果
た
す
こ
と
と
、
応
援
団
の
存

在
意
義
を
思
考
し
続
け
る
こ
と

で
す
。
応
援
団
と
い
え
ば
バ
ン

カ
ラ
で
古
い
遺
物
と
思
わ
れ
る

こ
と
が
多
い
現
代
で
、
そ
の
存

在
意
義
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
れ
に
答
え
る
べ
く
、
私
は
仲

間
と
共
に
試
行
錯
誤
し
な
が
ら

こ
れ
ま
で
を
歩
ん
で
ま
い
り
ま

し
た
。
そ
の
軌
跡
に
は
、
き
っ

ち
り
と
そ
の
答
え
が
刻
ま
れ
て

い
る
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
困
難
に
直
面
す
る

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
の

３
年
間
は
私
に
と
っ
て
か
け
が

え
の
な
い
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
今
後
は
同
窓
生
と

し
て
今
ま
で
受
け
て
き
た
恩
を

還
元
し
て
い
く
と
と
も
に
、
私

が
抱
く
目
標
に
向
か
っ
て
日
々

精
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
改
め

ま
し
て
、
お
世
話
に
な
り
ま
し

た
古
川
高
校
職
員
の
方
々
な
ら

び
に
同
窓
会
の
皆
様
、
本
当
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

 

仙
台
蛍
雪
賞
受
賞
者

３
年
間
を
振
り
返
っ
て

 

相
澤
結
翔

　
こ
の
度
は
、
仙
台
蛍
雪
賞
と

い
う
名
誉
の
あ
る
賞
を
授
与
し
て

頂
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

高
校
３
年
間
の
努
力
が
こ
の
よ

う
な
形
で
認
め
ら
れ
た
こ
と
を
大

変
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

  

こ
の
３
年
間
、
私
は
人
生
の
分

岐
点
と
な
る
よ
う
な
出
来
事
を

多
く
経
験
す
る
と
共
に
、
大
学

受
験
へ
の
勉
強
に
力
を
入
れ
て
取

り
組
ん
で
い
ま
し
た
。
グ
ロ
ー
バ

ル
ス
タ
デ
ィ
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
J
S

B
N
キ
ャ
リ
ア
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム

な
ど
古
川
高
校
が
開
催
す
る
行

事
に
も
多
数
参
加
さ
せ
て
い
た
だ

い
き
勉
強
面
だ
け
で
は
な
く
、

人
間
と
し
て
大
き
く
成
長
で
き

た
と
感
じ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ

の
3
年
間
で
先
輩
、
同
級
生
、

後
輩
と
か
け
が
え
の
な
い
仲
間
に

沢
山
出
会
う
こ
と
が
で
き
、
非

常
に
充
実
し
た
３
年
間
を
過
ご

す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
こ
の
よ

う
な
環
境
で
過
ご
す
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
尽
力
し
て
く
だ
さ
っ
た

先
生
方
、
本
当
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

  

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
私
は
塾

に
通
っ
て
お
ら
ず
、
学
校
の
先
生

方
に
頼
る
機
会
が
多
く
あ
り
、

古
川
高
校
の
先
生
方
、
同
窓
会

に
よ
る
援
助
を
多
く
受
け
て
き
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
は
新
た
な
地
で

周
囲
の
方
々
の
期
待
に
応
え
ら
れ

る
よ
う
更
に
精
進
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

環
境
に
恵
ま
れ
た
三
年
間

戸
田
青
依

　
こ
の
度
は
仙
台
蛍
雪
賞
と
い

う
栄
え
あ
る
賞
を
賜
り
ま
し
た

こ
と
、
非
常
に
光
栄
に
存
じ
ま
す
。

表
彰
を
通
し
て
自
分
の
３
年
間

の
努
力
が
認
め
ら
れ
た
よ
う
に
感

じ
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
機
会
を

設
け
て
く
だ
さ
っ
た
こ
と
に
深
く

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
古
川
高
校
を
卒
業
し
た
今
、

高
校
生
活
を
振
り
返
る
と
、
古

川
高
校
で
の
３
年
間
は
私
を
人

と
し
て
大
き
く
成
長
さ
せ
て
く
れ

た
と
思
い
ま
す
。
部
活
動
で
は

吹
奏
楽
部
の一員
と
し
て
、
技
術

面
の
向
上
は
も
ち
ろ
ん
、
集
団

の
中
で
の
役
割
を
考
え
な
が
ら

先
々
を
見
通
し
て
行
動
す
る
力

を
養
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま

た
、
部
活
動
と
並
行
し
て
、
勉

強
や
進
路
と
向
き
合
って
き
た
３

年
間
で
も
あ
り
ま
し
た
。
高
校

の
学
習
指
導
要
領
に
基
づ
く
勉

強
を
基
盤
と
し
て
、
自
分
の
興

味
の
あ
る
分
野
の
知
識
を
自
ら

学
習
す
る
よ
う
に
意
識
で
き
た
と

思
い
ま
す
。

　
私
が
こ
の
３
年
間
、
自
分
の

や
り
た
い
こ
と
に
全
力
で
取
り
組

む
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
私
自
身

の
力
だ
け
で
な
く
、
環
境
に
恵
ま

れ
た
お
か
げ
で
す
。
J
S
B
N

を
は
じ
め
私
た
ち
に
た
く
さ
ん
の

チ
ャ
ン
ス
を
く
だ
さ
っ
た
同
窓
会

の
方
々
、
様
々
な
相
談
に
乗
り
指

導
し
て
く
だ
さ
っ
た
先
生
方
、
３

年
間
を
共
に
走
り
抜
け
て
く
れ

た
友
人
た
ち
、
そ
し
て一番
近
く

で
私
を
応
援
し
支
え
て
く
れ
た

家
族
の
お
か
げ
で
、
私
は
最
後

ま
で
や
り
抜
く
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
も
周
囲

の
方
々
へ
の
感

謝
を
忘
れ
ず
、

広
い
視
野
と
向

上
心
を
持
っ
て

励
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

令
和
6
年
度 

総
会
開
催

項　目
繰　越　金
年　会　費
入　会　金
総 会 会 費
雑　収　入
合　計

2,000円×822名（昨年総数840名）（コンビニ
496名，郵便局307名，他年度分6名，現金13名）
取扱手数料（コンビニ89,280円，郵便局54,522
円）外サラト業務手数料22,128円含む

令和６年度予算額
1,950,036
1,543,600
690,000
500,000
20,000

4,703,636

令和６年度決算額
1,950,036
1,478,070
684,000
795,000
620,116
5,527,222

比較増減
0

▲65,530
▲6,000
295,000
600,116
823,586

３年生（3,000円×228名）
5,000×148名，二次会54,000円，過誤支払い1,000円
貯金利子，記念誌販売，役員会費，特別会計からの繰入れ

摘　　要

2,000円×850名
（見込み）手数料
は昨年度精算額よ
り9.2％として算出

令和７年度予算額
1,917,694
1,543,600
681,000
720,000
20,000

4,882,294

3,000円×227名
6,000円×120名（予定）

摘　　要

消耗品，事務用品，事務員賃金など

はがき，切手など

支部同窓会への旅費，講師旅費

支部同窓会への祝儀，役員会経費

会場費、飲食費・印刷代など

新聞広告掲載代，野球パンフレット

令和６年度予算額
2,305,000
350,000
95,000
460,000
60,000
350,000
920,000
70,000

1,430,000
180,000
1,200,000
50,000
968,636
968,636
4,703,636

令和６年度決算額
2,188,451
191,294
72,238
313,340
28,610
475,290
1,036,619
71,060

1,421,077
291,575
1,129,502

0
0
0

3,609,528

比較増減
▲116,549
▲158,706
▲22,762
▲146,660
▲31,390
125,290
116,619
1,060
▲8,923
111,575
▲70,498
▲50,000
▲968,636
▲968,636
▲1,094,108

摘　　要項 　 目
運 営 費
事務局経費
通 信 費
旅 　 費
慶 弔 費
会 議 費
総会経費
広 告 費
事 業 費
記 念 品
会報発行
雑 費
予 備 費

合 計

校章タイタック／卒業証書ホルダー
会報118号印刷費（6,500部，214,500円）
発送業務費（915,002円）

令和７年度予算額
2,407,000
350,000
95,000
350,000
50,000
450,000
1,040,000
72,000

1,575,294
300,000
1,200,000
75,294
900,000
900,000
4,882,294

摘　　要

校章タイタック
卒業証書ホルダー

事務局員経費
（300,000円）を計上

講師謝礼，会場費

（令和７年度以降は『一般会計』とするため全額払出し）

（利子）

（ホームページ修正費)

（一般会計へ繰入れ）

220名（コンビニ122名，郵便局98名，現金０名）

中止

入学式・記念品（蛍雪バッチ）贈呈
同窓会会計監査
在仙古高同窓会総会
同窓会奨学金授与式・渡辺奨学金授与式、第１回本部役員会
在京同窓会総会
第１回年度当番幹事会（本部役員合同）（総会役割分担の決定等）
同窓会報発送（約7,000部発送）
第２回年度当番幹事会（本部役員合同・総会役割分担最終確認・参加者集約等）
令和６年度　同窓会総会（於：グランド平成）
岩出山支部総会
色麻支部総会
三本木支部総会
「ふるさと探訪ツアー2024」（在京・在仙・本部合同企画）
加美町支部総会
高校教職員蛍雪会総会
県庁・古高同窓会総会
関西蛍雪会総会
第２回本部役員会
旧古川市内四校関東合同新年会
県庁大崎会総会
同窓会入会式
第74回卒業証書授与式にて記念品（証書ホルダー）贈呈
東京蛍雪賞・仙台蛍雪賞授与

8
8
18
7
22
5

26
10
24
24
26

1
9
15
8
18
25
31
28
1

㈪
㈬
㈯
㈮
㈯
㈮

㈮
㈯
㈯
㈯
㈯

㈮
㈯
㈮
㈰
㈬
㈯
㈮
㈮
㈯

4
5

6

7

8

10

11

12

1
2
3

「蛍雪章」受賞者令和６年度

上旬



（5） 古　高　同　窓　会　報 令和７年７月１日 令和７年７月１日 古　高　同　窓　会　報 （4）

古高同窓会　令和６年度　会計決算書・令和７年度　予算書
Ⅰ　一般会計

令和６年度 収入決算額 5,527,222円
 支出決算額 3,609,528円
 差 引 残 高 1,917,694円（次年度へ繰越）

令和７年度 収入予算額 4,882,294円
 支出予算額 4,882,294円
 差引残高 0円

Ⅱ　特別会計

Ⅲ　サポート基金　（令和元年度より新設）

繰　越　金 447,336円
収入決算額 0円
支出決算額 40,480円
差 引 残 高 406,856円

令
和
６
年
度
　
事 

業 

報 

告

令
和
６
年
度
　
事 

業 

報 

告

月 日（曜） 事　業　内　容

蛍
雪
章

　
蛍
雪
章
と
は
、
年
度
ご
と
に
、
各
種
活
動
で
全
国

大
会
出
場
も
し
く
は
同
等
の
成
績
を
上
げ
た
生
徒
に

贈
ら
れ
る
賞
で
、毎
年
卒
業
式
（
１・２
年
生
は
前
日
）

に
全
校
生
徒
の
前
で
学
校
長
よ
り
校
章
を
記
し
た

「
蛍
雪
の
盾
」
が
授
与
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

●
第
77
回
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
　
陸
上
競
技
大
会

　
　
出
場
　
　
白
井
　
奏
羽
・
佐
藤
　
謙
臣
・
遊
佐
た
ま
き

●
第
59
回
全
日
本
高
等
学
校

　
　
男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会
　
出
場

　
佐
々
木
康
平
・
髙
橋
旺
士
朗
・
野
田
　
泰
生
・
佐
々
木
尋
大

　
田
原
悠
太
郎
・
伊
藤
　
　
樹
・
髙
橋
　
雄
貴
・
石
田
　
柊
吾

　
齋
藤
　
丈
浩
・
佐
藤
　
悠
基
・
阿
部
　
暉
大
・
佐
々
木
秀
太

　
菅
野
　
陸
斗
・
佐
藤
　
真
大
・
加
藤
　
暁
翔
・
只
野
　
寛
大

●
第
70
回
青
少
年
読
書
感
想
文
全
国
コ
ン
ク
ー
ル

　
　
毎
日
新
聞
社
賞
 

髙
橋
　
里
穂

●
第
79
回
国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
ス
ケ
ー
ト
競
技
会（
ス
ピ
ー
ド
）

　
　
少
年
女
子
２
０
０
０
ｍ
リ
レ
ー
　
第
６
位
 
新
沼
　
清
夏

繰　越　金 3,777,235円
収入決算額 2,169,135円
支出決算額 1,661,247円
差 引 残 高　　4,285,123円（次年度へ繰越）

奨学金360,000円，部活動補助500,000円，
事業・運営費801,247円

１．収入の部

２．支出の部

東
京
蛍
雪
賞

　
３
カ
年
の
本
校
在
学
中
、

生
徒
会
活
動
・
ク
ラ
ブ
活
動

等
、
高
校
生
活
全
般
に
わ
た

り
、
顕
著
な
功
績
の
あ
っ
た

生
徒
を
称
え
る
と
共
に
、
後

輩
生
徒
の
道
し
る
べ
と
な
る

よ
う
、
本
校
在
京
同
窓
会
か

ら
授
与
す
る
も
の
。

仙
台
蛍
雪
賞

　
３
カ
年
の
本
校
在
学
中
、

学
業
成
績
な
ら
び
に
生
活
全

般
に
お
い
て
、
特
に
模
範
的

だ
っ
た
生
徒
を
称
え
る
と
共

に
、
後
輩
生
徒
の
道
し
る
べ

と
な
る
よ
う
、
本
校
在
仙
同

窓
会
か
ら
授
与
す
る
も
の
。

　
令
和
6
年
度
の
古
高
同
窓
会
総
会

は
、
去
る
8
月
10
日
㈯
に
グ
ラ
ン
ド

平
成
に
て
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

在
京
古
高
同
窓
会
会
長
の
伊
藤
健
二

様
を
は
じ
め
と
す
る
来
賓
の
方
々
を

含
む
約
1
4
0
名
が
参
加
し
、
旧
交

を
温
め
ま
し
た
。

　
総
会
後
の
記
念
講
演
で
は
、
当
時

の
世
界
最
大
の
望
遠
鏡
「
す
ば
る
」

の
開
発
者
で
あ
る
三
神
泉
様
を
お
招

き
し
ま
し
た
。
三
神
様
に
は
、
す
ば

る
望
遠
鏡
の
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、

そ
し
て
完
成
ま
で
の
波
瀾
万
丈
な
道

の
り
に
つ
い
て
、
N
H
K
「
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
X
」
で
放
送
さ
れ
た
当
時
の

貴
重
な
映
像
を
交
え
な
が
ら
ご
講
演

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
講
演
で
は
、
望
遠
鏡
の
要
と
な
る

直
径
8
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
巨
大
な

主
鏡
を
、
い
か
に
し
て
歪
み
な
く
誤

差
な
く
制
作
し
た
か
、
ま
た
完
成
し

た
巨
大
鏡
を
ハ
ワ
イ
島
ま
で
い
か
に

運
搬
し
た
か
と
い
っ
た
、
技
術
的
な

困
難
を
乗
り
越
え
る
過
程
が
詳
細
に

語
ら
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
遥
か
彼

方
の
星
を
観
測
す
る
ロ
マ
ン
に
つ
い

て
も
触
れ
ら
れ
、
参
加
者
は
皆
、
興

味
深
く
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　
総
会
後
の
懇
親
会
も
大
い
に
盛
り

上
が
り
、
盛
会
の
う
ち
に
終
了
い
た

し
ま
し
た
。参
加
者
は
旧
交
を
温
め
、

和
や
か
な
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　
来
年
度
の
同
窓
会
総
会
は
、
8
月

9
日
㈯
に
グ
ラ
ン
ド
平
成
に
て
開
催

す
る
予
定
で
す
。
詳
細
が
決
ま
り
次

第
、
改
め
て
皆
様
に
ご
案
内
い
た
し

ま
す
の
で
、ぜ
ひ
ご
予
定
く
だ
さ
い
。

 

東
京
蛍
雪
賞
受
賞
者

東
京
蛍
雪
賞
の
受
賞
し
て

前
生
徒
会
長
　菅
原
太
智

　
こ
の
度
は
東
京
蛍
雪
賞
と
い

う
名
誉
あ
る
賞
を
受
賞
す
る
こ

と
が
で
き
、
大
変
嬉
し
く
存
じ

ま
す
。
受
賞
に
際
し
、
こ
の
よ

う
な
素
晴
ら
し
い
機
会
を
く
だ

さ
っ
た
こ
と
に
深
く
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。
私
が
古
川
高
校
で

過
ご
し
た
３
年
間
は
毎
日
が
濃

く
、
忘
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い

充
実
し
た
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

入
学
時
、
私
は
生
徒
会
長
と
し

て
の
素
質
も
な
い
平
凡
な
人
間

で
し
た
が
、
日
々
の
学
校
生
活

で
関
わ
っ
た
沢
山
の
方
々
が
私

を
成
長
さ
せ
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。
そ
の
お
か
げ
も
あ
っ
て
、

生
徒
会
長
就
任
後
は
新
た
な
制

度
を
取
り
入
れ
た
生
徒
総
会
や
、

岩
井
副
会
長
考
案
の
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
キ
ャ
ッ
プ
の
回
収
な
ど
、

様
々
な
取
り
組
み
に
力
を
入
れ

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
特
に
、

同
窓
会
の
方
々
の
手
厚
い
ご
支

援
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、Ｊ
Ｓ

Ｂ
Ｎ（
キ
ャ
リ
ア
教
育
プ
ロ
グ

ラ
ム
）
や
Ｇ
Ｓ
Ｐ（
グ
ロ
ー
バ

ル
ス
タ
デ
ィ
ズ
プ
ロ
グ
ラ
ム
）

な
ど
の
社
会
や
海
外
と
繋
が
る

活
動
を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
こ
の
場
を
お
借
り
し

て
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
、
生
徒
会
長
と
し

て
培
っ
た
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
や

課
題
解
決
能
力
な
ど
を
生
か
し
、

自
分
だ
け
の
道
を
切
り
拓
い
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し

て
、
東
京
蛍
雪
賞
の
名
に
恥
じ

ぬ
よ
う
、
精
進
し
て
ま
い
り
ま

す
。
改
め
て
、
3
年
間
で
関
わ

っ
た
す
べ
て
の
方
々
に
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

感
謝
の
言
葉

前
応
援
団
長
　米
林
大
雅

　
こ
の
度
は
東
京
蛍
雪
賞
と
い

う
名
誉
あ
る
賞
を
賜
り
、
た
い

へ
ん
光
栄
に
思
い
ま
す
。
ま
ず

は
、
応
援
団
を
運
営
す
る
上
で

ご
支
援
い
た
だ
い
た
応
援
団
幹

部
お
よ
び
担
当
の
先
生
、
生
徒

会
の
皆
様
に
心
よ
り
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

　
私
の
高
校
３
年
間
を
振
り
返

る
と
、
充
実
し
た
生
活
を
形
作

る
上
で
重
要
な
要
素
と
し
て
や

は
り
応
援
団
は
と
て
も
大
き
い

も
の
だ
っ
た
と
感
じ
ま
す
。
１

年
時
は
指
導
さ
れ
る
側
と
し
て

洗
礼
を
受
け
て
幹
部
を
志
す
こ

と
か
ら
始
ま
り
、
２
年
時
は
幹

部
と
な
り
指
導
す
る
側
と
し
て

活
動
し
始
め
、
10
月
に
は
応
援

団
長
と
な
り
古
川
高
校
を
代
表

す
る
存
在
と
し
て
３
年
生
の
定

期
戦
ま
で
活
動
を
し
て
ま
い
り

ま
し
た
。
私
が
常
に
念
頭
に
置

い
て
い
た
こ
と
は
、
応
援
団
と

し
て
の
使
命
で
あ
る
伝
統
の
継

承
、
率
先
垂
範
、
人
間
修
養
を

果
た
す
こ
と
と
、
応
援
団
の
存

在
意
義
を
思
考
し
続
け
る
こ
と

で
す
。
応
援
団
と
い
え
ば
バ
ン

カ
ラ
で
古
い
遺
物
と
思
わ
れ
る

こ
と
が
多
い
現
代
で
、
そ
の
存

在
意
義
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
れ
に
答
え
る
べ
く
、
私
は
仲

間
と
共
に
試
行
錯
誤
し
な
が
ら

こ
れ
ま
で
を
歩
ん
で
ま
い
り
ま

し
た
。
そ
の
軌
跡
に
は
、
き
っ

ち
り
と
そ
の
答
え
が
刻
ま
れ
て

い
る
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
困
難
に
直
面
す
る

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
の

３
年
間
は
私
に
と
っ
て
か
け
が

え
の
な
い
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
今
後
は
同
窓
生
と

し
て
今
ま
で
受
け
て
き
た
恩
を

還
元
し
て
い
く
と
と
も
に
、
私

が
抱
く
目
標
に
向
か
っ
て
日
々

精
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
改
め

ま
し
て
、
お
世
話
に
な
り
ま
し

た
古
川
高
校
職
員
の
方
々
な
ら

び
に
同
窓
会
の
皆
様
、
本
当
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

 

仙
台
蛍
雪
賞
受
賞
者

３
年
間
を
振
り
返
っ
て

 

相
澤
結
翔

　
こ
の
度
は
、
仙
台
蛍
雪
賞
と

い
う
名
誉
の
あ
る
賞
を
授
与
し
て

頂
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

高
校
３
年
間
の
努
力
が
こ
の
よ

う
な
形
で
認
め
ら
れ
た
こ
と
を
大

変
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

  

こ
の
３
年
間
、
私
は
人
生
の
分

岐
点
と
な
る
よ
う
な
出
来
事
を

多
く
経
験
す
る
と
共
に
、
大
学

受
験
へ
の
勉
強
に
力
を
入
れ
て
取

り
組
ん
で
い
ま
し
た
。
グ
ロ
ー
バ

ル
ス
タ
デ
ィ
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
J
S

B
N
キ
ャ
リ
ア
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム

な
ど
古
川
高
校
が
開
催
す
る
行

事
に
も
多
数
参
加
さ
せ
て
い
た
だ

い
き
勉
強
面
だ
け
で
は
な
く
、

人
間
と
し
て
大
き
く
成
長
で
き

た
と
感
じ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ

の
3
年
間
で
先
輩
、
同
級
生
、

後
輩
と
か
け
が
え
の
な
い
仲
間
に

沢
山
出
会
う
こ
と
が
で
き
、
非

常
に
充
実
し
た
３
年
間
を
過
ご

す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
こ
の
よ

う
な
環
境
で
過
ご
す
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
尽
力
し
て
く
だ
さ
っ
た

先
生
方
、
本
当
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

  

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
私
は
塾

に
通
っ
て
お
ら
ず
、
学
校
の
先
生

方
に
頼
る
機
会
が
多
く
あ
り
、

古
川
高
校
の
先
生
方
、
同
窓
会

に
よ
る
援
助
を
多
く
受
け
て
き
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
は
新
た
な
地
で

周
囲
の
方
々
の
期
待
に
応
え
ら
れ

る
よ
う
更
に
精
進
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

環
境
に
恵
ま
れ
た
三
年
間

戸
田
青
依

　
こ
の
度
は
仙
台
蛍
雪
賞
と
い

う
栄
え
あ
る
賞
を
賜
り
ま
し
た

こ
と
、
非
常
に
光
栄
に
存
じ
ま
す
。

表
彰
を
通
し
て
自
分
の
３
年
間

の
努
力
が
認
め
ら
れ
た
よ
う
に
感

じ
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
機
会
を

設
け
て
く
だ
さ
っ
た
こ
と
に
深
く

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
古
川
高
校
を
卒
業
し
た
今
、

高
校
生
活
を
振
り
返
る
と
、
古

川
高
校
で
の
３
年
間
は
私
を
人

と
し
て
大
き
く
成
長
さ
せ
て
く
れ

た
と
思
い
ま
す
。
部
活
動
で
は

吹
奏
楽
部
の一員
と
し
て
、
技
術

面
の
向
上
は
も
ち
ろ
ん
、
集
団

の
中
で
の
役
割
を
考
え
な
が
ら

先
々
を
見
通
し
て
行
動
す
る
力

を
養
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま

た
、
部
活
動
と
並
行
し
て
、
勉

強
や
進
路
と
向
き
合
って
き
た
３

年
間
で
も
あ
り
ま
し
た
。
高
校

の
学
習
指
導
要
領
に
基
づ
く
勉

強
を
基
盤
と
し
て
、
自
分
の
興

味
の
あ
る
分
野
の
知
識
を
自
ら

学
習
す
る
よ
う
に
意
識
で
き
た
と

思
い
ま
す
。

　
私
が
こ
の
３
年
間
、
自
分
の

や
り
た
い
こ
と
に
全
力
で
取
り
組

む
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
私
自
身

の
力
だ
け
で
な
く
、
環
境
に
恵
ま

れ
た
お
か
げ
で
す
。
J
S
B
N

を
は
じ
め
私
た
ち
に
た
く
さ
ん
の

チ
ャ
ン
ス
を
く
だ
さ
っ
た
同
窓
会

の
方
々
、
様
々
な
相
談
に
乗
り
指

導
し
て
く
だ
さ
っ
た
先
生
方
、
３

年
間
を
共
に
走
り
抜
け
て
く
れ

た
友
人
た
ち
、
そ
し
て一番
近
く

で
私
を
応
援
し
支
え
て
く
れ
た

家
族
の
お
か
げ
で
、
私
は
最
後

ま
で
や
り
抜
く
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
も
周
囲

の
方
々
へ
の
感

謝
を
忘
れ
ず
、

広
い
視
野
と
向

上
心
を
持
っ
て

励
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

令
和
6
年
度 

総
会
開
催

項　目
繰　越　金
年　会　費
入　会　金
総 会 会 費
雑　収　入
合　計

2,000円×822名（昨年総数840名）（コンビニ
496名，郵便局307名，他年度分6名，現金13名）
取扱手数料（コンビニ89,280円，郵便局54,522
円）外サラト業務手数料22,128円含む

令和６年度予算額
1,950,036
1,543,600
690,000
500,000
20,000

4,703,636

令和６年度決算額
1,950,036
1,478,070
684,000
795,000
620,116
5,527,222

比較増減
0

▲65,530
▲6,000
295,000
600,116
823,586

３年生（3,000円×228名）
5,000×148名，二次会54,000円，過誤支払い1,000円
貯金利子，記念誌販売，役員会費，特別会計からの繰入れ

摘　　要

2,000円×850名
（見込み）手数料
は昨年度精算額よ
り9.2％として算出

令和７年度予算額
1,917,694
1,543,600
681,000
720,000
20,000

4,882,294

3,000円×227名
6,000円×120名（予定）

摘　　要

消耗品，事務用品，事務員賃金など

はがき，切手など

支部同窓会への旅費，講師旅費

支部同窓会への祝儀，役員会経費

会場費、飲食費・印刷代など

新聞広告掲載代，野球パンフレット

令和６年度予算額
2,305,000
350,000
95,000
460,000
60,000
350,000
920,000
70,000

1,430,000
180,000
1,200,000
50,000
968,636
968,636
4,703,636

令和６年度決算額
2,188,451
191,294
72,238
313,340
28,610
475,290
1,036,619
71,060

1,421,077
291,575
1,129,502

0
0
0

3,609,528

比較増減
▲116,549
▲158,706
▲22,762
▲146,660
▲31,390
125,290
116,619
1,060
▲8,923
111,575
▲70,498
▲50,000
▲968,636
▲968,636
▲1,094,108

摘　　要項 　 目
運 営 費
事務局経費
通 信 費
旅 　 費
慶 弔 費
会 議 費
総会経費
広 告 費
事 業 費
記 念 品
会報発行
雑 費
予 備 費

合 計

校章タイタック／卒業証書ホルダー
会報118号印刷費（6,500部，214,500円）
発送業務費（915,002円）

令和７年度予算額
2,407,000
350,000
95,000
350,000
50,000
450,000
1,040,000
72,000

1,575,294
300,000
1,200,000
75,294
900,000
900,000
4,882,294

摘　　要

校章タイタック
卒業証書ホルダー

事務局員経費
（300,000円）を計上

講師謝礼，会場費

（令和７年度以降は『一般会計』とするため全額払出し）

（利子）

（ホームページ修正費)

（一般会計へ繰入れ）

220名（コンビニ122名，郵便局98名，現金０名）

中止

入学式・記念品（蛍雪バッチ）贈呈
同窓会会計監査
在仙古高同窓会総会
同窓会奨学金授与式・渡辺奨学金授与式、第１回本部役員会
在京同窓会総会
第１回年度当番幹事会（本部役員合同）（総会役割分担の決定等）
同窓会報発送（約7,000部発送）
第２回年度当番幹事会（本部役員合同・総会役割分担最終確認・参加者集約等）
令和６年度　同窓会総会（於：グランド平成）
岩出山支部総会
色麻支部総会
三本木支部総会
「ふるさと探訪ツアー2024」（在京・在仙・本部合同企画）
加美町支部総会
高校教職員蛍雪会総会
県庁・古高同窓会総会
関西蛍雪会総会
第２回本部役員会
旧古川市内四校関東合同新年会
県庁大崎会総会
同窓会入会式
第74回卒業証書授与式にて記念品（証書ホルダー）贈呈
東京蛍雪賞・仙台蛍雪賞授与

8
8
18
7
22
5

26
10
24
24
26

1
9
15
8
18
25
31
28
1

㈪
㈬
㈯
㈮
㈯
㈮

㈮
㈯
㈯
㈯
㈯

㈮
㈯
㈮
㈰
㈬
㈯
㈮
㈮
㈯

4
5

6

7

8

10

11

12

1
2
3

「蛍雪章」受賞者令和６年度

上旬



関
西
蛍
雪
会

事
務
局
長
　
高
橋
達
也

　（
昭
和
47
年
・
高
24
回
）

し
た
。
先
日
行
わ
れ
た
船
形
山

登
山
で
は
船
形
山
の
広
大
な
自

然
と
触
れ
あ
い
な
が
ら
同
級
生

と
の
絆
を
深
め
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
学
校
で
の
生
活
に
も

少
し
ず
つ
慣
れ
て
き
て
お
り
、

高
校
の
よ
り
高
度
な
学
習
に
も

つ
い
て
い
け
る
よ
う
に
頑
張
る

こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
６
月
に
は
初
め
て
受
け
る

定
期
考
査
が
あ
り
ま
す
。
中
学

校
と
は
異
な
る
日
程
や
形
式
に

は
ま
だ
不
安
が
残
っ
て
い
ま
す

が
そ
の
不
安
に
負
け
ず
、
自
分

の
実
力
を
最
大
限
発
揮
で
き
る

よ
う
全
力
で
臨
む
所
存
で
す
。

　
最
後
と
な
り
ま
し
た
が
今
回

こ
の
よ
う
な
ま
た
と
な
い
経
験

を
い
た
だ
け
た
こ
と
本
当
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
の

名
誉
に
恥
じ
ぬ
よ
う
毎
日
の
努

力
を
怠
ら
ず
、
自
主
自
律
の
精

神
を
持
っ
て
行
動
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

【
感
謝
の
言
葉
】

２
年
６
組
　
小
野
　
正
晴

　
こ
の
度
は
古
川
高
校
同
窓
会

奨
学
生
に
選
ん
で
い
た
だ
き
本

当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

今
後
と
も
こ
の
名
に
見
合
っ
た

努
力
を
重
ね
て
い
く
責
任
感
を

覚
え
、
ま
さ
に
「
心
の
琴
の
絃

も
張
る
」
よ
う
感
じ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
古
川
高
校
に
入
学
し
て

か
ら
早
1
年
、
成
功
を
収
め
達

成
感
を
味
わ
う
こ
と
も
あ
れ
ば
、

勉
強
を
始
め
、
部
活
動
や
人
間

関
係
、
進
路
な
ど
で
幾
度
と
な

く
壁
に
ぶ
つ
か
り
、
そ
の
度
に

自
分
の
力
不
足
を
痛
感
す
る
こ

と
も
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

壁
に
ぶ
つ
か
っ
た
こ
と
で
得
ら

れ
る
こ
と
も
多
く
あ
り
ま
し
た
。

今
年
度
は
こ
れ
ま
で
以
上
に
た

く
さ
ん
の
壁
に
行
く
手
を
阻
ま

れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
そ
れ
で

も
決
し
て
挫
け
る
こ
と
な
く
、

壁
を
乗
り
越
え
る
度
に
自
分
の

殻
を
破
り
、
日
々
成
長
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
こ
の

よ
う
な
名
誉
あ
る
機
会
を
い
た

だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
更
な
る
高
み
へ
、
い
つ
の

日
か
「
猛
者
」
に
な
る
こ
と
を

目
指
し
て
、
学
ぶ
こ
と
の
喜
び

と
楽
し
さ
を
噛
み
し
め
な
が
ら

日
々
励
ん
で
参
り
ま
す
。

【
感
謝
の
言
葉
】

３
年
２
組
　
松 

浦  

　
葵

　
こ
の
度
は
、
古
川
高
校
同
窓

会
奨
学
生
に
選
出
し
て
い
た
だ

き
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
取
り
組

み
が
奨
学
生
と
し
て
評
価
さ
れ

た
こ
と
を
大
変
光
栄
に
思
う
と

共
に
、
こ
の
よ
う
な
貴
重
な
機

会
を
い
た
だ
い
た
こ
と
へ
の
責

任
の
重
さ
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。

今
後
は
そ
の
期
待
に
応
え
る
べ

く
、
よ
り
一
層
努
力
を
し
て
参

り
ま
す
。

　
古
川
高
校
に
入
学
し
て
３
年

目
を
迎
え
、
月
日
の
流
れ
の
早

さ
を
日
々
実
感
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
、
志
の
高
い
仲
間
た

ち
と
共
に
学
び
、
多
く
の
経
験

を
積
む
こ
と
が
で
き
、
私
に

と
っ
て
非
常
に
実
り
多
い
時
間

と
な
り
ま
し
た
。
私
は
特
に
部

活
動
を
通
し
て
、
人
は
人
と
の

関
わ
り
の
中
で
こ
そ
成
長
し
て

い
く
の
だ
と
い
う
こ
と
を
実
感

し
ま
し
た
。
こ
の
学
び
は
、
文

武
両
道
を
重
ん
じ
、
日
々
努
力

を
重
ね
る
仲
間
と
出
会
え
た
か

ら
こ
そ
得
ら
れ
た
も
の
だ
と
感

じ
て
い
ま
す
。
仲
間
の
姿
に
刺

激
を
受
け
、
私
自
身
も
学
業
に

対
し
て
真
摯
に
向
き
合
う
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な

環
境
に
身
を
置
く
こ
と
が
で
き

た
こ
と
に
、
幸
せ
を
感
じ
て
い

ま
す
。
今
後
の
進
路
に
向
け
て
、

困
難
に
直
面
す
る
こ
と
が
多
数

あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
こ
れ
ま

で
の
経
験
を
糧
に
、
前
向
き
に

努
力
を
積
み
重
ね
て
参
り
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
改
め

ま
し
て
、
こ
の
よ
う
な
貴
重
な

機
会
を
頂
け
る
こ
と
に
心
よ
り

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
今
後
も

周
囲
の
方
々
へ
の
感
謝
の
気
持

ち
を
忘
れ
ず
、
日
々
精
進
し
て

参
り
ま
す
。

※
渡
邊
奨
学
金
は
本
校
高
11

回
卒
業
生
渡
邊
義
之
氏
の

篤
志
寄
附
を
奨
学
基
金
と

し
、
平
成
28
年
度
よ
り
奨

学
金
を
給
付
す
る
。

　
３
年
生
で
東
北
大
等
難
関
国

公
立
大
学
・
医
学
部
医
学
科
を

志
望
し
有
望
な
生
徒
に
対
し
、

奨
学
金
を
授
与
す
る
も
の
。（
金

額
は
10
万
円
）

【
感
謝
の
言
葉
】

３
年
６
組
　
阿
部
　
佳
太

　
こ
の
度
は
渡
邊
奨
学
生
に
選

ん
で
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
古
川
高
校
に
入
学

し
て
か
ら
2
年
が
経
ち
ま
す
が

私
の
日
々
の
努
力
が
評
価
さ
れ
、

こ
の
よ
う
な
栄
誉
を
い
た
だ
け

た
こ
と
を
大
変
嬉
し
く
思
い
ま

す
。

　
こ
の
奨
学
金
は
私
に
と
っ
て

単
な
る
金
銭
的
支
援
に
と
ど
ま

ら
ず
、
渡
邊
義
之
顧
問
を
は
じ

め
と
す
る
卒
業
生
の
皆
様
の
期

待
と
応
援
の
証
で
あ
る
と
感
じ

て
い
ま
す
。
残
さ
れ
た
高
校
生

活
は
決
し
て
長
く
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
そ
の
信
頼
に
応
え
る
べ

く
、
よ
り
一
層
の
自
己
研
鑽
を

重
ね
て
い
き
ま
す
。
今
年
は
い

よ
い
よ
最
大
の
目
標
で
あ
る
大

学
受
験
を
控
え
た
年
で
す
。
こ

れ
ま
で
の
人
生
で
最
も
大
き
な

フ
ィ
ー
ル
ド
で
戦
わ
ね
ば
な
ら

な
い
大
学
受
験
に
あ
た
り
今
後

困
難
に
直
面
す
る
こ
と
も
あ
る

と
は
思
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な

時
こ
そ
「
自
主
自
律
」
の
言
葉

を
胸
に
私
自
身
に
必
要
な
努
力

を
怠
ら
な
い
姿
勢
を
貫
き
通
し

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、

皆
様
に
は
目
標
を
成
し
遂
げ
る

と
こ
ろ
を
見
守
っ
て
い
た
だ
け

れ
ば
幸
い
で
す
。

　
改
め
て
今
回
は
貴
重
な
機
会

を
い
た
だ
い
こ
と
に
心
か
ら
感

謝
を
申
し
上
げ
、
今
後
の
決
意

を
新
た
に
精
進
し
て
参
り
ま
す
。

【
感
謝
の
言
葉
】

３
年
６
組
　
伊
藤
　
彩
花

　
こ
の
度
は
渡
邊
奨
学
生
に
選

ん
で
い
た
だ
き
本
当
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
努
力
を
重
ね
て
き

た
学
業
が
評
価
さ
れ
、
こ
の
よ

う
な
形
で
認
め
ら
れ
た
こ
と
は

大
き
な
励
み
と
な
り
ま
し
た
。

私
一
人
の
力
で
は
な
く
支
え
て

く
だ
さ
っ
た
先
生
方
や
家
族
、

友
人
の
存
在
が
あ
っ
た
か
ら
こ

そ
こ
こ
ま
で
来
る
こ
と
が
で
き

た
の
だ
と
改
め
て
感
じ
て
お
り

ま
す
。
経
済
的
な
支
援
を
受
け

る
こ
と
で
学
業
に
よ
り
集
中
で

き
る
環
境
が
整
い
大
変
あ
り
が

た
く
感
じ
て
お
り
ま
す
。
い
た

だ
い
た
奨
学
金
は
将
来
の
夢
に

向
か
っ
て
学
び
を
深
め
る
た
め

に
大
切
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
日
々
の
生
活
の
中
で

自
分
に
で
き
る
こ
と
を
見
つ
け

将
来
に
向
け
て
一
歩
ず
つ
進
ん

で
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
今
後
と
も
体
調
管
理
に
留

意
し
な
が
ら
学
業
に
励
み
自
己

の
成
長
に
つ
な
げ
て
い
く
所
存

で
す
。

　
こ
の
支
援
に
恥
じ
ぬ
よ
う
更

に
努
力
を
重
ね
社
会
に
貢
献
で

き
る
人
間
を
目
指
し
て
参
り
ま

す
。
改
め
て
本
当
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

在
仙
同
窓
会

　
幹
事
長
　
今
野
喜
弘

　
　 （
平
成
２
年
・
高
42
回
）

　
各
学
年
の
成
績
優
秀
な
生
徒

に
同
窓
会
か
ら
奨
学
金
を
授
与

す
る
も
の
。（
１
年
生
は
入
試
成

績
が
抜
群
な
も
の
。２
・
３
年
生

は
前
年
度
成
績
優
秀
な
も
の
で
、

未
授
与
者
。
金
額
は
６
万
円
）

【
感
謝
の
言
葉
】

１
年
６
組
　
遠
藤
　
凜
人

　
こ
の
度
は
古
川
高
校
同
総
会

奨
学
生
に
選
抜
し
て
い
た
だ
き

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

先
生
に
こ
の
こ
と
を
伝
え
ら
れ

た
と
き
、
私
は
選
ば
れ
た
こ
と

に
驚
き
と
喜
び
で
い
っ
ぱ
い
に

な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
の
よ

う
な
名
誉
を
い
た
だ
き
よ
り
一

層
努
力
に
励
ま
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
身
が
引
き
締
ま
る
思
い

で
す
。

　
私
た
ち
1
年
生
が
本
校
に
入

学
し
て
も
う
2
ヶ
月
が
過
ぎ
ま

令和
７年度

（3） 古　高　同　窓　会　報 令和７年７月１日 令和７年７月１日 古　高　同　窓　会　報 （6）

支
部
だ
よ
り

　
在
京
同
窓
会
は
、
年
2
回
の
会

報
「
蛍
雪
」
発
行
と
、
6
月
に
行

う
定
時
総
会
、
お
よ
び
、
1
月
開

催
の
旧
古
川
市
内
四
校
（
古
高
、

黎
明
高
校
（
旧
古
女
）、
古
工
、

古
川
学
園
）
合
同
新
年
会
を
軸
と

し
て
活
動
し
て
お
り
ま
す
。

　
令
和
6
年
度
は
6
月
22
日
に
定

時
総
会
が
開
催
さ
れ
、
55
名
が
参

加
し
、
オ
ペ
ラ
歌
手
の
青
木
麻
菜

美
さ
ん
の
公
演
が
彩
り
を
添
え
る

形
で
し
た
。
本
年
1
月
の
4
校
合

同
新
年
会
は
1
3
7
名
の
参
加
で

成
功
裡
に
終
了
い
た
し
ま
し
た
。

令
和
7
年
度
の
定
時
総
会
は
、
本

紙
が
発
行
さ
れ
る
直
前
の
6
月
21

日
㈯
に
開
催
予
定
で
、
昭
和
48
年

卒
の
三
神
泉
氏
を
迎
え
、「
す
ば

る
望
遠
鏡
に
活
き
た
遊
び
心
」
の

演
題
で
講
演
い
た
だ
く
こ
と
に
な

っ
て
お
り
ま
す
。
来
春
の
四
校
合

同
新
年
会
は
30
回
目
の
節
目
を
迎

え
、
令
和
8
年
1
月
24
日
㈯
に

K
K
R
ホ
テ
ル
東
京
で
開
催
予
定

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
在
京
同
窓
会
に
お
き
ま
し
て
は
、

伊
藤
会
長
の
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
の
下
、

会
報
「
蛍
雪
」
紙
面
の
充
実
に
力

を
入
れ
て
お
り
ま
す
。
令
和
6
年

度
よ
り
役
員
会
と
は
別
に
「
蛍
雪

編
集
委
員
会
」
を
組
織
し
て
、「
会

費
を
払
う
に
値
す
る
紙
面
作
り
」

を
目
指
し
て
お
り
、
こ
れ
が
結
果

的
に
新
規
会
員
の
獲
得
に
も
繋
が

る
は
ず
と
の
共
通
認
識
を
も
っ
て

取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。
同
窓
会

教
職
員
蛍
雪
会

　
幹
事
長
　
石
塚
裕
明

　
　 （
昭
和
63
年
・
高
40
回
）

活
動
に
限
ら
ず
様
々
な
機
会
を
捉

え
て
、「
書
い
て
い
た
だ
け
れ
ば

内
容
が
読
者
に
と
っ
て
絶
対
興
味

が
湧
き
そ
う
な
O
B
」
の
掘
り
起

こ
し
を
継
続
的
に
行
っ
て
参
り
ま

す
の
で
、
そ
の
際
は
是
非
ご
協
力

を
お
願
い
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　
昨
年
12
月
、
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大

の
収
束
に
伴
い
長
期
間
中
止
に
な

っ
て
い
た
同
窓
会
で
し
た
が
総
数

14
名
出
席
の
も
と
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン

ヴ
ィ
ア
大
阪
で
開
催
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
母
校
よ
り
伊
藤
同

窓
会
会
長
、
牛
来
校
長
先
生
、
遠

藤
事
務
局
長
を
お
迎
え
し
古
高
の

近
況
（
大
学
進
学
、
部
活
動
等
）

報
告
に
一
同
熱
心
に
聴
き
入
り
ま

し
た
。
懇
親
会
で
は
久
し
ぶ
り
の

再
会
に
加
え
初
め
て
出
席
し
た
同

窓
生
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
も
あ
り
、

以
前
に
も
ま
し
て
賑
や
か
で
楽
し

い
会
と
な
り
最
後
は
校
歌
斉
唱
で

締
め
無
事
総
会
を
終
え
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
今
回
の
長
期
間
中

止
を
機
に
改
め
て
同
窓
会
の
大
切

さ
を
感
じ
、
こ
れ
か
ら
も
長
く
継

承
し
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い

と
い
う
思
い
に
な
り
ま
し
た
。

　
県
庁
古
川
高
校
同
窓
会
は
、
会

員
数
約
４
０
０
名
を
擁
し
、
県
庁

内
で
も
随
一
の
会
員
数
を
誇
り
、

若
手
職
員
か
ら
幹
部
職
員
ま
で
一

体
感
の
取
れ
た
唯
一
無
二
の
同
窓

会
と
自
負
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
も

偏
に
諸
先
輩
方
の
御
尽
力
に
よ
る

も
の
と
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　
令
和
６
年
度
は
、11
月
15
日
㈮
、

牛
来
校
長
先
生
を
は
じ
め
、
母
校

出
身
の
県
内
首
長
や
県
議
会
議
員

な
ど
諸
先
輩
方
の
御
臨
席
を
賜
り
、

約
60
名
の
参
加
の
も
と
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
総
会
で
は
、
恒
例
の
校
歌
斉
唱

に
始
ま
り
、佐
藤
静
哉
（
高
35
回
）

会
長
の
挨
拶
、
伊
藤
貞
嘉
本
校
同

窓
会
長
か
ら
御
祝
辞
を
賜
り
、

佐
々
木
源 

本
校
同
窓
会
副
会
長

の
御
発
声
に
よ
り
宴
は
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。
宴
の
中
で
は
、
牛
来

校
長
先
生
か
ら
在
校
生
の
活
躍
ぶ

り
な
ど
を
御
紹
介
い
た
だ
く
な
ど
、

「
世
代
を
越
え
た
交
流
」
が
息
づ

く
活
気
溢
れ
る
和
や
か
な
会
と
な

り
ま
し
た
。

　
最
後
は
、
佐
野
好
昭
氏
（
高
28

回
卒
）
の
指
揮
の
も
と
、
毎
年
恒

例
と
な
っ
て
い
る
エ
ー
ル
の
交
換
、

図
南
歌
・
凱
歌
な
ど
を
高
ら
か
に

合
唱
し
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

　
今
年
度
は
髙
橋
義
広
（
高
36
回
）

新
会
長
の
も
と
、
こ
れ
ま
で
に
も
増

し
て
県
庁
内
唯
一
無
二
の
同
窓
会
と

な
る
よ
う
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
県
で
は
、
人
口
減
少
対
策
や
Ｄ

Ｘ
に
よ
る
変
革
み
や
ぎ
、
成
長
産

業
の
誘
致
・
育
成
な
ど
、
次
代
に

つ
な
げ
る
取
り
組
み
に
古
高
同
窓

生
を
は
じ
め
県
職
員
一
丸
と
な
っ

て
尽
力
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

引
き
続
き
、同
窓
会
会
員
の
皆
様
、

県
民
の
皆
様
方
の
御
理
解
と
御
協

力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

 

　
本
会
の
会
員
は
、公
立
高
等
学
校
、

特
別
支
援
学
校
に
所
属
す
る
同
窓

県
庁
同
窓
会

幹
事
長
　
島
田
憲
一

　
　 （
平
成
４
年
卒
、高
44
回
）

生
で
あ
り
、
会
員
数
は
約
２
０
０

名
に
上
り
ま
す
。
令
和
６
年
11
月

９
日
㈯
、
ホ
テ
ル
白
萩
を
会
場
に
、

総
会
・
講
演
会
・
懇
親
会
を
開
催

し
ま
し
た
。
講
演
会
で
は
、
浅
野

伸
一
会
長
と
同
級
で
あ
る
、
仙
台

大
学
教
授
　
氏
家
靖
浩
氏
（
昭
和

60
年
卒
・
高
37
回
）
を
お
招
き
し
、

『
仙
台
と
ロ
ッ
テ
　
プ
ロ
野
球
と

地
方
都
市
の
昔
話
』
と
題
し
て
、

御
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。
地
方

都
市
の
近
現
代
史
を
探
求
す
る
意

義
と
、
ス
ポ
ー
ツ
と
街
と
の
コ
ラ

ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
功
罪
に
つ
い
て

豊
富
な
図
表
を
用
い
て
ご
説
明
い

た
だ
き
ま
し
た
。
祝
宴
で
は
、
母

校
の
伊
藤
貞
嘉
同
窓
会
長
、
牛
来

拓
二
校
長
に
御
挨
拶
を
賜
り
、
最

近
の
学
校
の
様
子
や
在
校
生
の
活

躍
等
を
伺
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、
参
加
し
た
26
名
が
、
母

校
を
懐
か
し
み
、
教
育
へ
の
思
い

を
語
り
合
い
、
交
流
を
深
め
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
校
歌
斉
唱
に

始
ま
っ
た
祝
宴
は
、
盛
会
の
中
で

図
南
歌
、
エ
ー
ル
で
お
開
き
と
な

り
ま
し
た
。

　
時
代
の
変
化
と
と
も
に
、
教
育

を
取
り
巻
く
環
境
が
厳
し
さ
を
増

す
中
、蛍
雪
会
の
繋
が
り
は
、日
々

教
育
課
題
と
向
き
合
う
会
員
の
心

の
拠
り
所
と
し
て
、
大
切
な
存
在

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
来
年

度
は
、
さ
ら

に
多
く
の
会

員
が
、
気
軽

に
参
加
で
き

る
よ
う
な
蛍

雪
会
を
目
指

し
て
参
り
た

い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　
在
仙
古
高

同
窓
会
で
は
、

コ
ロ
ナ
も
落

ち
つ
き
平
時

を
取
り
戻
し

た
昨
年
よ
り

活
動
を
再
開

し
て
お
り
ま

す
。
今
年
度

も
5
月
17
日

ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
テ
ラ
ス
を
会
場

に
、
野
中
校
長
、
本
部
同
窓
会

伊
藤
会
長
、
在
京
同
窓
会
伊
藤

会
長
、
県
庁
同
窓
会
髙
橋
会
長

始
め
多
数
の
ご
来
賓
を
お
迎
え

し
て
、
上
は
12
回
生
か
ら
若
手

は
67
回
生
ま
で
老
若
男
女
相
集

い
旧
交
を
温
め
ま
し
た
。
オ
ー

プ
ニ
ン
グ
は
恒
例
の
校
歌
斉
唱

か
ら
始
ま
り
、
昨
年
度
の
報
告

及
び
今
年
度
の
予
算
案
の
承
認

を
頂
い
た
の
ち
、
皆
様
お
待
ち

か
ね
の
懇
親
会
が
在
京
同
窓
会

伊
藤
会
長
の
乾
杯
の
発
声
で
ス

タ
ー
ト
。
今
年
の
出
し
物
は
佐

藤
幹
事
の
ご
子
息
で
プ
ロ
バ
イ

オ
リ
ニ
ス
ト
佐
藤
実
治
氏
の
生

ラ
イ
ブ
。
情
熱
大
陸
や
ジ
ャ
ズ

等
計
5
曲
を
堪
能
し
ま
し
た
。

そ
し
て
こ
れ
か
ら
の
活
躍
が
期

待
さ
れ
る
若
手
同
窓
生
の
紹
介

と
続
き
ま
し
た
。
昨
年
は
63
回

生
か
ら
70
回
生
ま
で
10
名
の
出

席
で
し
た
が
、
今
年
は
女
子
1

名
含
む
4
名
と
若
干
寂
し
さ
は

感
じ
ま
し
た
が
、
物
怖
じ
し
な

い
元
気
い
っ
ぱ
い
の
ス
ピ
ー
チ

に
参
加
者
一
同
パ
ワ
ー
を
貰
う

と
共
に
無
限
の
可
能
性
を
感
じ

ま
し
た
。
そ
し
て
締
め
は
全
員

で
肩
を
組
ん
で
図
南
歌
斉
唱
で

フ
ィ
ナ
ー
レ
と
な
り
ま
し
た
。

　
で
す
が
こ
れ
で
終
わ
ら
な
い
の

が
在
仙
古
高
同
窓
会
。
会
場
を
ホ

テ
ル
下
の
ス
コ
ッ
チ
バ
ン
ク
へ
と

移
し
、
さ
ら
に
旧
交
を
温
め
た
の

で
し
た
。
近
年
で
は
若
者
の
団
体

離
れ
、同
窓
会
離
れ
が
顕
著
な
中
、

出
席
頂
い
た
若
手
同
窓
生
始
め
諸

先
輩
方
、
全
て
の
出
席
者
皆
さ
ん

に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
在
校
生

諸
君
！
同
窓
会
っ
て
良
い
も
ん
で

す
よ
！

　
令
和
6
年

10
月
26
日
、

三
本
木
ホ
ー

ム
会
総
会
を

三
本
木
北
町

「
青
柳
」
に
て
、

本
校
よ
り
阿

部
勝
教
頭
先

生
、
富
田
俊

郎
先
生
、
同

窓
会
よ
り
塩

野
隆
副
会
長
を
お
迎
え
し
て
、

総
勢
23
名
の
参
加
を
頂
き
、
盛

会
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
総
会

で
は
会
長
の
相
花
俊
信
会
長
（
昭

和
41
年
卒
、
高
18
回
）
の
挨
拶

で
幕
を
開
け
、
ご
来
賓
の
皆
様

よ
り
ご
挨
拶
と
現
役
生
の
活
躍
、

同
窓
会
活
動
な
ど
を
報
告
頂
き
、

そ
の
後
会
計
報
告
な
ど
の
承
認

を
頂
き
ま
し
た
。
懇
親
会
で
は

参
加
者
よ
り
近
況
報
告
を
頂
き
、

そ
の
後
も
交
友
を
深
め
さ
せ
て
頂

き
ま
し
た
。
最
後
に
は
も
ち
ろ
ん

皆
様
で
校
歌
、
図
南
歌
、
そ
し
て

当
会
の
歌
、「
ホ
ー
ム
会
歌
」
を

鈴
木
寿
郎
（
昭
和
39
年
、高
16
回
）

先
輩
に
解
説
、
音
頭
を
取
っ
て
頂

三
本
木
支
部（
ホ
ー
ム
会
）

事
務
局
長
　
森
　
　
毅

　（
平
成
2
年
卒
・
高
42
回
）

同
窓
会
奨
学
生

令和
７年度

渡 

邊 

奨 

学 

金

在
京
同
窓
会

副
会
長 
兼
「
蛍
雪
」
編
集
長

亀
井
　
明

　（
昭
和
55
年
・
高
32
回
）

３
年
　
阿
部
　
佳
太

３
年
　
伊
藤
　
彩
花

１
年
　
遠
藤
　
凜
人

２
年
　
小
野
　
正
晴

３
年
　
松 

浦  

　
葵



　４月24日㈭古川高校を会場に第66回紫臙定期戦が行われました。もちろんコロナ前の従来の形式で、盛大に開催することが
できました。
　開会式は、前日の雨の影響もみられましたが、サッカー部をはじめとする多くの古高生が一丸となってグラウンド整備を行
い、なんとかグラウンドでの対面形式で開催されました。生徒会長どうしの、お互いを讃え合う（？）挨拶から始まり、両校
野球部主将による選手宣誓、両校応援団長エールまで滞りなく行うことができました。両校生徒は、新一年生を加え強力な団
結力を発揮し、開会式では古川高校の圧倒的声量、人数に劣る築館高校もまた負けない声量でぶつかり合い、大変感動的な内
容でした。競技においては、期日前開催だった男女ソフトテニス、男子バドミントンが惜敗し、0-3からのスタート。開会式直
後の綱引きでも男子0-2、女子0-2と通算0-5からのスタートとなり、暗雲が立ちこめます。そんな逆境もものともせず、剣道
の快勝で逆襲開始、女子バレーの雪辱と男子バレーの圧勝と勢いに乗る古川高校。しかしここでサッカー・女子卓球が激戦の
末惜しくも敗れ、もう1敗もできない状況。インスタグラムを通じて入ってくる野球リードの情報や、女子バスケ快勝の情報も
校内放送で紹介され、全校生徒が盛り上がりました。校内で残る男子卓球が激戦中の激戦で、双方譲らず2-2で最後のシングル
スを迎えます。第二体育館二階は応援生徒で満員御礼。異常なまでの盛り上がりをみせる中、劣勢を見事に跳ね返した古川高
校、ギリギリの大勝利でした。そしてこの時点で7-7、勝敗の行方は古川総合体育館の男子バスケに懸かります。点差も大きく
開くことなく、まさに激戦！！4ピリまでわずかなリードを守り切った古川高校が辛勝し、その瞬間総合優勝、四連覇が決定し、
通算成績を45勝17敗３分としました。
　閉会式後の勝利報告会（非公式）も全校生徒で大いに盛り上がり、応援練習に耐えた一年生を讃える姿、「古高で良かった！」
と本音を漏らす三年生など、忘れられない、かけがえのない思い出となりました。

　対戦結果は表に書いてあるとおりです。

定 期 戦 対 戦 結 果
種　目 勝

敗
野　　　球
男子テニス
女子テニス
男子バスケ
女子バスケ
男子バレー

点　数
古高－築高 種　目 勝

敗
女子バレー
男 子 卓 球
女 子 卓 球
剣　　　道

サ ッ カ ー

○
×
×
○
○
○

６－１
２－３
２－３
48－38
70－43
２－０

○
○
×
○

×

２－１
３－２
２－２
６－２
０－０
PK2－PK4

第 66回紫臙定期戦
総合優勝古川高校：８勝７敗

点　数
古高－築高 種　目 勝

敗
男子バドミントン
女子バドミントン
綱引き男子
綱引き女子

×
○
×
×

０－５
５－０
０－２
０－２

点　数
古高－築高

第66回 定 期 戦～古高勝利！四連覇～

同窓会入会式が開催されました同窓会入会式が開催されました

（7） 古　高　同　窓　会　報 令和７年７月１日 令和７年７月１日 古　高　同　窓　会　報 （2）

卒
）
君
で
す
が
今
年
３
月
の
町

議
選
で
初
当
選
し
て
い
ま
す
。

懇
親
会
は
２
番
目
に
若
い
伊
藤

健
文
（
52
回
卒
）
君
が
乾
杯
の

発
声
。
そ
し
て
ご
ち
ゃ
ご
ち
ゃ

と
進
む
会
員
間
の
交
流
で
や
は

り
ピ
ー
ク
は
応
援
歌
で
す
。

リ
ー
ド
は
応
援
団
員
だ
っ
た
私

で
す
。
（
声
に
張
り
が
あ
る
の

か
先
日
も
カ
ラ
オ
ケ
ス
ナ
ッ
ク

で
御
歳
は
？
と
尋
ね
ら
れ
ま
し

た
。
）

　
さ
て
、
令
和
４
年
東
北
歴
史

博
物
館
で
「
知
の
大
冒
険
東
洋

文
庫
　
名
品
の
煌
め
き
」
の
巡

回
企
画
展
が
開
催
さ
れ
会
場
の

案
内
に
は
「
中
新
田
」
と
い
う

文
字
が
書
か
れ
て
い
ま
し
た
。

実
は
東
洋
文
庫
の
蔵
書
は
終
戦

間
際
の
３
月
か
ら
昭
和
24
年
５

月
26
日
ま
で
空
襲
を
避
け
る
た

め
加
美
町
に
疎
開
し
て
い
た
の

で
す
。
こ
れ
に
は
中
新
田
出
身

の
星
斌
夫
氏
（
昭
和
５
年
卒
と

同
期
で
１
中
へ
転
校
）
が
担
当

者
と
し
て
深
く
関
わ
り
昭
和
４

年
卒
の
赤
松
棟
四
郎
氏
（
運
送

業
）
の
協
力
な
く
し
て
実
行
で

き
な
か
っ
た
。
そ
し
て
蔵
書
を

預
か
っ
た
複
数
の
農
家
は
米
倉

を
蔵
書
優
先
で
大
切
に
扱
い
ま

し
た
。
西
小
野
田
小
１
５
０
人

の
児
童
に
あ
っ
て
は
蔵
書
を
背

負
い
あ
ぜ
道
を
歩
き
米
倉
ま
で

届
け
、
ま
た
、
最
後
の
返
送
時

に
は
荷
下
ろ
し
作
業
を
手
伝
い

加
美
農
蚕
学
校
を
卒
業
し
た
女

生
徒
が
赤
ん
坊
を
背
負
っ
て
見

送
っ
た
と
い
う
記
録
が
あ
り
ま

す
。

　
星
斌
夫
著
「
禿
筆
漫
録
（
東

洋
文
庫
蔵
書
疎
開
雑
記
）
」
よ

り
。
戦
後
80
年
に
あ
た
り
記
録

し
て
お
き
ま
す
。

　
昨
年
６
月

８
日
、
５
年

ぶ
り
に
ご
来

賓
を
お
招
き

し
た
本
来
の

形
で
の
支
部

総
会
が
開
催

で
き
ま
し

た
。
参
加
者

は
総
勢
27

名
、
28
回
・

29
回
の
若

手
？
の
参
加
も
多
く
、
大
き
な
盛

り
上
が
り
を
み
せ
ま
し
た
。
役
員

の
見
直
し
も
行
わ
れ
、
こ
ち
ら
も

若
返
り
が
図
ら
れ
ま
し
た
。

　
７
月
に
は
暑
気
払
い
生
ビ
ー
ル

大
会
が
行
わ
れ
、
ジ
ョ
ッ
キ
を
幾

杯
も
重
ね
な
が
ら
イ
ン
タ
ー
ハ
イ

派
遣
へ
の
カ
ン
パ
に
も
大
い
に
協

力
で
き
ま
し
た
。
年
が
明
け
た
３

月
に
は
総
会
準
備
会
と
称
し
た
お

花
見
会
を
行
い
、
数
分
で
総
会
期

日
を
決
定
し
た
後
は
例
に
も
れ
ず

大
宴
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
さ
て
、
美
里
支
部
で
は
事
業
の

一
環
と
し
て
本
部
同
窓
会
へ
の
参

加
費
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ

れ
が
功
を
奏
し
て
か
８
月
の
総
会

に
は
７
名
が
参
加
、
１
テ
ー
ブ
ル

を
美
里
支
部
で
占
め
る
こ
と
が
で

き
、
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
す
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
参
加
者
に
同

級
生
や
知
人
が
い
な
い
と
い
う
よ

う
な
声
も
聞
か
れ
ま
す
が
、
こ
の

よ
う
な
個
人
で
は
な
く
団
体
で
の

参
加
も
有
り
か
な
と
思
い
ま
し

た
。
小
さ
い
な
が
ら
も
地
道
な
事

業
を
積
み
重
ね
、
こ
れ
か
ら
も
母

校
と
同
窓
会
の
発
展
の
一
助
に
な

り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

き
皆
さ
ん
と
歌
い
、
大
い
に
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。

　
今
後
も
会
員
の
皆
様
と
交
流
を

深
め
る
べ
く
、
企
画
運
営
し
て
参

り
地
域
も
含
め
、
益
々
盛
り
上
げ

る
よ
う
に
精
進
し
て
参
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
11
月
１

日
、
年
齢
差

57
才
の
同
窓

39
名
（
昭
和

30
年
〜
平
成

24
年
卒
）
が

「
よ
つ
ば

館
」
に
集
い

ま
し
た
。
ま

た
、
牛
来
校

長
、
内
海
事

務
長
、
望
月

副
会
長
に
も

ご
列
席
い
た

だ
き
、
石
山
敬
貴
町
長
（
40
回

卒
）
か
ら
も
ご
挨
拶
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
　
今
回
の
総
会
に

は
豪
華
な
花
が
二
つ
添
え
ら
れ

ま
し
た
。
ま
ず
は
高
橋
安
起

（
11
回
卒
・
宮
崎
地
区)

先
輩
の

第
19
回
日
本
ス
ポ
ー
ツ
グ
ラ
ン

プ
リ
受
賞
で
す
。
こ
れ
ま
で
の

空
手
道
の
指
導
実
践
が
評
価
さ

れ
た
も
の
で
総
会
時
に
は
貴
重

な
受
賞
の
盾
を
持
参
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
次
に
小
野
田
地
区
か
ら
の
多

額
の
寄
付
も
あ
り
余
裕
の
総
会

で
し
た
。

　
加
美
の
総
会
は
参
加
者
中
一

番
若
い
同
窓
の
開
会
宣
言
か
ら

始
ま
り
ま
す
。
今
回
は
本
部
役

員
で
も
あ
る
田
中
草
太
（
64
回

令和
６年度
同窓会入会式

　
古
校
同
窓
会
の
皆
様
、
い
か

が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

　
平
素
は
同
窓
会
活
動
に
ご
協
力

い
た
だ
き
ま
し
て
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
同
窓
会
で
は
在

校
生
を
様
々
な
形
で
支
援
を
し
て

お
り
ま
す
。
通
常
の
課
外
活
動
の

支
援
の
他
に
、
例
え
ば
、
国
際
的

に
活
躍
し
て
い
る
現
役
の
方
々
と

キ
ャ
リ
ア
パ
ス
に
つ
い
て
議
論
す

る
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
海
外
か
ら
の
留

学
生
と
３
日
間
に
わ
た
り
英
語
の

み
で
議
論
を
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
な

ど
で
す
。
同
窓
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
T
o
p
i
c
s
（
2
0
2
4
．

04
．
16
：
2
0
2
4
．
04
．
06
な

ど
）
に
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
の

で
、
是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。
こ
の

よ
う
な
活
動
を
通
し
、
在
校
生
が

多
く
の
感
動
を
得
、
夢
を
持
ち
、

熱
く
持
続
的
な
情
熱
を
胸
に
、
挑

戦
し
、
か
つ
、
仲
間
を
大
切
し
な

が
ら
、
大
き
く
成
長
し
て
い
く
こ

と
を
望
ん
で
い
ま
す
。
今
後
も

し
っ
か
り
と
母
校
を
支
援
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
ト
ラ
ン
プ
が
米
国
大
統
領
に

な
っ
て
、
世
界
中
が
大
混
乱
で

す
。
ト
ラ
ン
プ
関
税
に
関
す
る
発

言
は
世
界
経
済
を
右
往
左
往
さ

せ
、
ロ
シ
ア
・
ウ
ク
ラ
イ
ナ
紛
争

や
イ
ス
ラ
エ
ル
・
パ
レ
ス
チ
ナ

（
ハ
マ
ス
）
紛
争
へ
の
関
与
も
不

透
明
な
感
じ
が
否
め
ま
せ
ん
。
さ

ら
に
、
連
邦
政
府
の
方
針
に
従
わ

な
い
と
い
う
理
由
で
、
ハ
ー
バ
ー

ド
大
学
へ
の
補
助
金
（
22
億
ド

ル
：
約
3
，
2
0
0
億
円
）
の
凍

結
を
決
定
す
る
と
と
も
に
、
政
治

団
体
と
し
て
課
税
す
る
こ
と
を
ほ

の
め
か
し
て
い
ま
す
（
課
税
さ
れ

る
と
そ
の
何
十
倍
に
も
な
る
莫
大

な
金
額
）
。
ト
ラ
ン
プ
政
権
は
、

イ
ス
ラ
エ
ル
・
パ
レ
ス
チ
ナ
紛
争

に
関
連
し
て
大
学
等
で
起
こ
っ
て

い
る
過
激
な
反
ユ
ダ
ヤ
活
動
の
温

床
が
、
D
E
I
：
「
多
様
性

（
D
i
v
e
r
s
i
t
y
）・
公

平
性
（
E
q
u
i
t
y
）・
包
摂

性
（
I
n
c
l
u
s
i
o
n
）
」

に
基
づ
く
大
学
の
運
営
・
教
育
で

あ
る
と
結
論
付
け
て
い
ま
す
。
ト

ラ
ン
プ
は
、
D
E
I
は
少
数
派

（
人
種
、
性
別
、
性
的
マ
イ
ノ
リ

テ
ィ
な
ど
）
へ
の
配
慮
を
重
視
す

る
あ
ま
り
逆
差
別
に
な
っ
て
い
る

と
考
え
、
連
邦
政
府
の
D
E
I
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
終
了
す
る
大
統
領
令

に
署
名
を
し
ま
し
た
。
し
か
し
、

ハ
ー
バ
ー
ド
に
求
め
た
10
項
目
の

要
求
の
中
に
は
、
学
問
・
学
術
の

自
由
の
根
幹
を
毀
損
す
る
よ
う
な

項
目
も
た
く
さ
ん
含
ま
れ
て
い
ま

す
。
他
の
有
力
大
学
に
も
同
様
な

圧
力
を
か
け
て
い
ま
す
が
、
そ
れ

に
大
学
側
も
反
発
す
る
構
図
と

な
っ
て
い
ま
す
。
政
府
が
大
学
を

厳
重
な
監
督
下
に
置
こ
う
と
し
て

い
る
こ
と
に
対
し
て
は
、
多
く
の

有
力
者
が
反
対
の
意
見
を
上
げ
て

い
ま
す
。
米
国
内
で
は
政
治
も
経

済
も
教
育
も
混
と
ん
と
し
て
来
て

お
り
、
ト
ラ
ン
プ
を
「
現
代
の
暴

君
」
と
言
っ
て
い
る
人
も
い
ま

す
。
今
後
、
ト
ラ
ン
プ
政
権
は
ど

う
な
る
の
で
し
ょ
う
。
な
お
、
反

ユ
ダ
ヤ
主
義
の
問
題
は
紀
元
前
に

端
を
発
し
て
い
る
も
の
の
、
形
を

変
え
て
現
代
社
会
で
も
大
き
な
問

題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
人
種
問
題

は
根
深
い
も
の
で
す
。

　
今
年
の
干
支
（
え
と
）
は
乙
巳

（
き
の
と
・
み
）
で
す
。
干
支
の

「
支
」
の
字
は
十
二
支
の
「
支
」

で
あ
り
、
12
種
類
の
動
物
か
ら
な

り
ま
す
。
今
年
は
ヘ
ビ
「
巳
」
年

で
す
。
一
方
、
干
支
の
「
干
」
の

字
は
「
十
干
（
じ
っ
か
ん
）」
と

言
っ
て
、
甲
（
こ
う
：
き
の

え
）
、
乙
（
お
つ
：
き
の
と
）
、

丙
（
へ
い
：
ひ
の
え
）
、
丁
（
て

い
：
ひ
の
と
）
と
10
の
順
番
を
表

す
数
値
だ
そ
う
で
す
。
こ
れ
ら
を

組
み
合
わ
せ
た
の
が
干
支
で
、
今

年
は
乙
巳
（
き
の
と
・
み
）
と
な

り
ま
す
。
「
乙
」
は
草
木
が
く
ね

り
な
が
ら
も
し
な
や
か
に
成
長
し

て
広
が
っ
て
い
く
こ
と
の
象
形
文

字
だ
そ
う
で
す
。
一
方
、
ヘ
ビ
は

医
療
の
シ
ン
ボ
ル
に
も
よ
く
使
わ

れ
、
脱
皮
し
な
が
ら
成
長
し
、
再

生
と
治
癒
の
シ
ン
ボ
ル
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
２
つ
を
合
わ
せ
た

干
支
で
あ
る
乙
巳
は
「
変
化
と
再

生
」
を
意
味
す
る
そ
う
で
す
。
今

年
は
ト
ラ
ン
プ
に
振
り
回
さ
れ
る

１
年
と
な
り
そ
う
で
す
が
、
今
年

の
干
支
の
よ
う
に
、
変
化
や
困
難

に
柔
軟
に
対
応
し
な
が
ら
、
し
な

や
か
に
成
長
し
て
い
き
た
い
も
の

で
す
。

　
同
窓
会
の
使
命
は
母
校
の
発
展

と
同
窓
生
の
活
躍
や
幸
福
に
寄
与

す
る
こ
と
で
す
。
同
窓
会
は
立
場

や
年
齢
を
超
え
て
理
解
し
、
協
力

し
合
う
こ
と
が
で
き
る
組
織
で

す
。
同
窓
会
組
織
と
そ
の
活
動
を

も
っ
と
活
発
に
し
て
、
母
校
を
盛

り
上
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
ご
支
援
・
ご
協
力
の
ほ
ど
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。
　

　
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
同
窓

会
の
皆
様
の
ご
健
勝
を
祈
念
し

て
お
り
ま
す
。

　
同
窓
会
の
皆
様
に
は
、
日
頃

よ
り
本
校
の
教
育
活
動
に
さ
ま

ざ
ま
な
形
で
ご
支
援
ご
協
力
を

賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。
今
年
度
も
何
卒
、
母
校
で

学
ぶ
伸
び
ゆ
く
子
供
た
ち
の
た

め
に
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　
申
し
遅
れ
ま
し
た
が
、
こ
の

４
月
に
築
館
高
校
か
ら
赴
任
し

ま
し
た
野
中
淳
と
申
し
ま
す
。

生
ま
れ
も
育
ち
も
大
崎
市
古
川

で
古
高
第
39
回
卒
の
同
窓
生
で

す
。
ま
た
、
平
成
９
年
４
月
か

ら
平
成
19
年
３
月
ま
で
の
11
年

間
国
語
の
教
員
と
し
て
お
世
話

に
な
り
、
最
後
の
３
年
間
は
共

学
１
回
生
を
担
任
し
ま
し
た
。

ま
も
な
く
創
立
１
３
０
年
目
を

迎
え
る
伝
統
あ
る
古
高
に
再
び

勤
務
す
る
こ
と
が
で
き
、
大
変

光
栄
に
思
っ
て
い
る
と
同
時
に

そ
の
重
責
に
身
の
引
き
締
ま
る

思
い
で
お
り
ま
す
。

　
さ
て
令
和
７
年
度
は
、
新
入

生
２
４
０
名
を
迎
え
、
全
校
生

徒
７
０
４
名
で
ス
タ
ー
ト
い
た

し
ま
し
た
。
社
会
は
人
工
知
能

の
急
激
な
進
化
を
は
じ
め
と
す

る
情
報
化
や
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が

進
展
し
、
様
々
な
事
象
が
複
雑

さ
を
増
し
、
変
化
の
先
行
き
を

見
通
す
こ
と
が
一
層
難
し
く

な
っ
て
い
き
ま
す
。
そ
の
よ
う

な
社
会
を
生
き
抜
い
て
い
く
に

は
、
正
解
の
あ
る
問
題
を
早
く

正
確
に
解
い
た
り
、
定
ま
っ
た

手
順
を
効
率
的
に
こ
な
し
た
り

す
る
こ
と
だ
け
で
な
く
、
よ
り

よ
い
未
来
や
新
た
な
価
値
の
創

造
に
向
け
て
、
自
ら
課
題
を
発

見
し
、
知
識
や
情
報
を
活
用
し

な
が
ら
多
様
な
人
々
と
協
働
し

て
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
で

き
る
力
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
古

高
生
に
は
次
世
代
の
リ
ー
ダ
ー

と
し
て
、
平
和
な
社
会
、
幸
せ

な
社
会
を
実
現
す
る
た
め
、

「
社
会
の
問
題
を
解
決
し
創
造

す
る
力
」
を
持
っ
た
人
に
成
長

し
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま

す
。
そ
し
て
、
人
間
の
尊
い
命

を
守
る
た
め
、
自
分
と
異
な
る

価
値
観
も
し
っ
か
り
受
け
止

め
、
理
解
し
、
共
感
し
、
相
手

の
立
場
に
立
っ
て
考
え
互
い
に

支
え
合
い
な
が
ら
、
し
な
や
か

に
行
動
で
き
る
人
に
な
っ
て
ほ

し
い
と
も
思
い
ま
す
。

　
昨
年
度
よ
り
同
窓
生
や
地
域

の
方
々
に
は
「
古
高
サ
ポ
ー

タ
ー
」
と
し
て
生
徒
の
探
究
活

動
を
支
援
し
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。
生
徒
そ
れ
ぞ
れ
が
社
会

や
地
域
の
問
題
を
テ
ー
マ
に
掲

げ
て
調
査
研
究
を
進
め
、
３
月

に
は
そ
の
成
果
を
発
表
し
ま
し

た
。
論
理
的
思
考
力
と
問
題
発

見
・
解
決
能
力
、
社
会
貢
献
意

識
や
地
域
愛
を
高
め
る
こ
と
が

で
き
て
い
ま
す
。
ま
た
、
台
湾

へ
の
修
学
旅
行
や
国
際
教
育
研

修
「
G
l
o
b
a
l 

S
t
u
d
i

e
s 

P
r
o
g
r
a
m
」
を
開
催

し
、
外
国
人
と
交
流
す
る
な
ど

新
た
な
価
値
観
に
触
れ
学
ぶ
機

会
も
持
っ
て
い
ま
す
。
真
理
に

迫
る
学
力
を
育
み
成
果
を
上
げ

て
き
て
い
ま
す
。

　
生
徒
一
人
一
人
が
輝
く
こ
と
の

で
き
る
学
校
と
し
て
、
こ
れ
ま
で

の
伝
統
の
上
に
さ
ら
に
新
た
な
歩

み
を
重
ね
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
今

後
と
も
本
校
の
教
育
活
動
に
ご
理

解
と
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
同
窓

生
の
皆
様
の
ご
健
康
と
ご
多
幸

と
古
高
同
窓
会
の
ま
す
ま
す
の

発
展
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

す
。

宮
城
県
古
川
高
等
学
校

　校
長
　野
中

　淳
（
昭
和
62
年
）

校
長
あ
い
さ
つ

宮
城
県
古
川
高
等
学
校
同
窓
会

　

会
長
　伊
藤
貞
嘉
（
昭
和
47
年
）

ご

　挨

　拶

加
美
支
部

事
務
局
長
　諸
岡
敏
裕

　
　

 （
昭
和
46
年
・
高
23
回
）

美
里
支
部

事
務
局
長
　末
永
裕
悦

　（昭
和
52
年
・
高
29
回
）



古川高等学 校 同窓会総会令和７年度 の
ご 案 内

日  程
　13:00～　総　会　当番幹事 高31・36・41・46・51・56回生
　14:40～　講演会 
　　　　　　　　演題 『未　定』
　　　　　　　　講師　大 山 　力 氏（昭51・高28回生 
　　　　　　　　　　　 青森県病院事業管理者　弘前大学医学研究科　特任教授）

　16:20～　記念撮影
　16:30～　懇親会

日  時　令和７年８月９日（土）
場  所　グランド平成

大崎市古川駅前大通５丁目３－２
TEL 0229－23－6363

会  費　6,000円
　　　　（懇親会代含む）
※57回生以降の方は
　半額の3,000円

（１） 古　高　同　窓　会　報 令和７年７月１日

編集・発行

令和７年７月１日 古　高　同　窓　会　報 （８）

１、国立大学合格者数 ２、公立大学合格者数

３、私立大学合格者数（延べ数）

大　　学

令和７年３月卒業生の進路状況

現役 現役過卒 男 女

現役 過卒 男 女

1
1
1
17
7
7
14
3
3
1
3
2
1
1
1
3
1
1
68

1

1

1

3

1

12
4
2
9
3
3
1

1
1

1
3
1
1
43

1
1
5
3
5
5

3
1

1

25

大　　学 現役 現役

現役

過卒 男 女

97 4 5740

大　　学 現役 過卒

1
2

160
16
38
7
14
7
4
2
1
1
1
1
2
6
3
4
3
2
6
1
6
1
4
62
355

1

1

5
7

国公立大学 私立大学 国公立短大 私立短大 大学校
合格者
進学者

専修各種
高看
一般

就　職
公務員
民間

受験
準備 その他

97
93

355
115

0
0

1
1

2
1

5
2

1
0

10 0

2
1
3
1
4
1
8
6
1
1
1
29

1

1

1
1
3

3
5

1

14

1

1
4
1
5
1
1

1
15

宮城県古川高等学校同窓会
〒989－6155
宮城県大崎市古川南町2－3－17
☎ 0229－22－3034　FAX 0229－23－4621
http://furuko-doso.com
印刷／㈲中村印刷　☎ 0229－63－2008

　
古
川
高
校
で
は
、
生
徒
た
ち
の

努
力
と
教
職
員
の
尽
力
に
よ
り
、

近
年
の
進
路
実
績
も
着
実
に
成
果

を
挙
げ
て
お
り
ま
す
。
第
77
回
生

の
進
路
実
績
は
、
国
立
大
学
に
68

名
、
公
立
大
学
に
29
名
、
私
立
大

学
に
116
名
が
合
格
し
ま
し
た
。
最

後
ま
で
第
一
志
望
校
を
諦
め
ず
に

努
力
を
重
ね
た
末
に
勝
ち
取
っ
た

素
晴
ら
し
い
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

難
関
私
立
大
学
や
専
門
分
野
へ
の

進
学
も
多
岐
に
わ
た
り
、
こ
れ
ら

の
成
果
は
、
在
校
生
の
努
力
に
加

え
、
皆
さ
ま
の
温
か
い
ご
支
援
と

励
ま
し
の
賜
物
と
心
よ
り
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。
今
後
も
、
生
徒
た

ち
が
希
望
の
進
路
を
実
現
し
、
社

会
で
活
躍
で
き
る
よ
う
、
教
育
環

境
の
さ
ら
な
る
充
実
に
努
め
て
参

り
ま
す
。
つ
き
ま
し
て
は
、
引
き

続
き
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
支
援

を
賜
り
ま
す
よ
う
、
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。
今
後
と
も
変
わ
ら
ぬ

ご
厚
情
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
心
よ

り
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
令
和
７
年
３
月
29
日
㈯

か
ら
３
日
間
、
本
校
蛍
雪

会
館
３
階
に
１
年
生
24
名
、

２
年
生
25
名
の
計
49
名
が

参
加
し
、
国
際
教
育
研
修

グ
ロ
ー
バ
ル
・
ス
タ
デ
ィ

ズ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
今
年
度
で

４
回
目
と
な
り
、
本
年
度

も
同
窓
会
か
ら
ご
支
援
を

い
た
だ
き
、
同
窓
会
事
業

と
し
て
開
催
し
て
い
ま
す
。

留
学
生
９
名
、
フ
ァ
シ
リ

テ
イ
タ
ー
の
外
国
人
講
師

１
名
の
合
計
10
名
が
来
校

し
、
午
前
９
時
か
ら
午
後

４
時
ま
で
、
留
学
生
と
は

も
ち
ろ
ん
、
参
加
生
徒
同

士
も
英
語
で
様
々
な
話
題
に
つ

い
て
意
見
を
交
わ
し
、
最
終
日

に
は
一
人
ひ
と
り
が
全
員
の
前

で
ス
ピ
ー
チ
を
し
ま
し
た
。
今

回
は
こ
れ
ま
で
に
な
い
大
人
数

の
参
加
と
な
り
、
会
場
は
常
に

熱
意
と
笑
顔
に
包
ま
れ
て
い
ま

し
た
。
授
業
で
学
ん
だ
こ
と
を

発
揮
で
き
る
と
同
時
に
授
業
で

は
学
ぶ
こ
と
の
出
来
な
い
リ
ア
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令和６年度　古川高校同窓会事業

ル
な
英
語
力
を
培
え
た
こ
と
や
、

旅
行
や
留
学
で
は
出
会
え
な
い
、

志
高
い
留
学
生
と
の
交
流
が
で

き
た
こ
と
は
、
生
徒
た
ち
の
大

き
な
宝
に
な
っ
た
と
確
信
し
て

い
ま
す
。
今
回
も
同
窓
会
か
ら

の
多
大
な
ご
支
援
の
お
か
げ
で

参
加
が
可
能
に
な
っ
た
生
徒
が

多
数
い
ま
す
。
同
窓
会
の
皆
様

に
は
、
心
か
ら
感
謝
を
申
し
上

げ
ま
す
。
ご
期
待

を
込
め
た
ご
支
援

だ
と
い
う
こ
と
を

心
に
留
め
、
こ
の

経
験
を
今
後
に
活

か
し
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
。


